
対象校No. ６１９ 学校コード F123310106657

設置年度 令和 6年度

計画の区分： 学部の学科の設置

日本福祉大学 教育・心理学部 学校教育学科

　

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和７年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　

届出

令和７年５月１日現在

（改正後大学設置基準適用）

学校法人 日本福祉大学

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2

注４

注2注2

1



＜学校教育学科＞

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１９
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ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

マルヤマ　サトル

丸山　悟

（平成25年４月）

ハラダ　マサキ

原田　正樹

（令和５年４月）

エムラ　カズヒコ

江村　和彦

（令和５年４月）

アカイシ　ノリアキ フジイ　ヒロユキ

赤石　憲昭 藤井　啓之

（令和６年４月） （令和７年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記⼊し、併せて「備考」に変更の理由と変更年⽉⽇、報告年度を
　　　（　）書きで記⼊してください。
　　　（例）令和６年度に報告する内容　→（６）
　　　　　　　令和７年度に報告する内容　→（７）
　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に⾚字にて記載（昨年度までに報告
　　　　された記載があれば、そこに⾚字で⾒え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を記⼊してください。
　　　・⼤学院の場合には、「職名」を「研究科⻑」等と修正して記⼊してください。
　　　・⼤学独⾃の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の⽅を記載してください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

任期満了に伴う変更(7)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人日本福祉大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載してください。

　　　　日本福祉大学

　　　　愛知県知多郡美浜町大字奥田字会下前３５番６

(注)・対象学部等の位置が⼤学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記⼊してください。

（２） 大　学　名

　　　〒４７０－３２９５

（３） 調査対象大学等の位置
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　　　　設置計画履⾏状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

教育・心理学部
　学校教育学科 人

学士（学校教育） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － － － － － 235 － 216 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 232 － 212 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 191 － 173 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

－ － － － － － － － 66 － 53 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充⾜率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

　　　　報告書を提出する⼤学等は、報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充⾜率を記載してください。
　　　・　「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
　　　　なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。
　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、⼊学者の状況等」の「平均⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」は、

－

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記⼊してください。なお、開設年度以前は「－」を記⼊してください。

　　　　算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和８年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

春季入学以外
の入学時期と
入学定員内訳

(　－ 　)

備　　考

0

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国⼈学⽣」を記載してください。

入学定員

　　　・　様式は、令和２年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和７年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学⽣については、「出⼊国管理及び難⺠認定法」別表第⼀に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

0

　　　　我が国の⼤学（⼤学院を含む。）、短期⼤学、⾼等専⾨学校、専修学校（専⾨課程）及び我が国の⼤学に⼊学するための準備教育課程

　　　・　短期交換留学⽣など、定員内に含めていない学⽣については記⼊しないでください。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

0

春季入学以外の
学期区分につい

て

備　考

基礎となる学部
　教育・心理学部子ども発達学科

－

(注)・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の⼈数、変更年⽉及び報告年度を（　）書きで記⼊してください。
　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記⼊してください。
　　　・　「学位⼜は学科の分野」には、「認可申請書」⼜は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１）⼜は（その２の２））」の「学位⼜は学科の分野」と同様に記⼊してください。

　　　　「備考」に「令和○年度から学⽣募集停⽌（予定）」と記載してください。（学⽣募集停⽌を予定していない場合は「－」を選択。）

教育学・保育
学関係

4年次

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　 　 ・　学⽣募集停⽌を予定している場合は、「学⽣募集の停⽌について」で「新規⼊学者を募集停⽌予定」を選択するとともに、

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（⼤学であれば「学科」、短期⼤学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、
　　　　別ファイルにて提出してください。

(注)・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記⼊してください（⼊試区分ごとではありません）。

学生募集の停
止について

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に⼊学定員を定めている場合は、法令上規定されている最⼩単位

設 置 時 の 計 画

修業年限

3年次

Ｂ　 入学者数

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

[ 　－　 ]

－

[ 　－　 ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和６年度令和５年度

95

(　－ 　)

[ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。また、完成年度を越えて

　 　 ・  報告年度に春季⼊学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季⼊学以外の学期区分について」で「春季⼊学以外の学期区分を設ける予定」を選択するとともに、
　　　　下欄に、⼊学時期と⼊学定員の内訳（予定を含む）を記載してください。（春季⼊学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

　　　　「４　既設⼤学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と⼀致しますので、留意して計算してください。

4 95 380

収容定員
充 足 率

　　　・　[ 　 ]内には、留学⽣の状況について内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。

－－

[ 　－　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

－

(　－ 　) (　－ 　)

－

(　－ 　)

－ －

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

収容定員
充 足 率

（控除後）

0.61倍 (　－　)

令和７年度

0.550.69

95

(注)・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）

　　　・　（　 ）内には、編⼊学の状況について外数で記⼊してください。なお、編⼊学を複数年次で⾏っている場合には、
　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・　転⼊学⽣は記⼊しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　なお、計算の際は⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

　　　　に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。
　　　・　「⼊学定員超過率」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した⼊学定員、⼊学者数で算出してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － － － － － 66 － 53 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － － 63 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

－ － － － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　)

(注)・　報告年度の５⽉１⽇現在の情報を記⼊してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・　[ 　 ]内には、留学⽣の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記⼊してください。該当がない年度には「－」を記⼊してください。
　　　・　編⼊学⽣や転⼊学⽣も含めて記⼊してください。その際、備考欄に⼈数の内訳を記⼊してください。
　　　・　学期の区分に従い学⽣を⼊学させる場合は、春季⼊学とその他の学期（春季⼊学以外の学期区分を設けている場合）
　　　　に分けて数値を記⼊してください。春季⼊学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記⼊してください。
　　　・　「計」については、各年度の春季⼊学とその他の学期を合計した在学者数、留学⽣数を記⼊してください。

[ － ]

令和６年度

[ － ]

令和５年度

[ － ]

４年次

１年次

２年次

３年次

備　　　　　考

（ － ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

66

令和４年度

[ － ] [ － ]

令和７年度

116

[ － ]

（ － ）

－

（ － ） （ － ） （ － ）

令和２年度 令和３年度

計

－ － －

（ － ）

5



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 令和２年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和３年度 - 人 - 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 0 人 0 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 3 人 0 人
他の教育機関への転学（1名）、就職（1人）、復学手続きな
し(1名)

令和７年度 0 人 0 人

3 人 3 人 0 人

(注)・　数字は、報告年度の５⽉１⽇現在の数字を記⼊してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記⼊してください。）
　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の⼈数を記⼊してください。
　　　・　内訳については、退学した学⽣が⼊学した年度ごとに記⼊してください。また、留学⽣数欄の⼈数については、退学者数の内数を記⼊してください。
　　　・　在学者数、退学者数には編⼊学⽣や転⼊学⽣、転科⽣も含めて記⼊してください。
　　　・　「主な退学理由」は、下の項⽬を参考に記⼊してください。その際、「修学意欲の低下（○⼈）」というように、その⼈数も含めて記⼊してください。
　　　　　　（記⼊項⽬例）・修学意欲の低下　　　・学⼒不⾜　　　・他の教育機関への⼊学・転学　　　　　　　・海外留学
　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学⽣個⼈の⼼⾝に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

- 人

合　　計

人

令和５年度 人 人

人令和６年度 66 人 3

人令和４年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

-人

令和７年度 116 人 0 人
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　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） -
令和２年度の在学者数（a+b）

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） -
令和３年度の在学者数（a+b）

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（a+b） 0

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（a+b） 0

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 3
令和６年度の在学者数（a+b） 69

【令和７年度】

令和７年度の退学者数（ａ） 0
令和７年度の在学者数（a+b） 116

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

- ％=

- ％

- ％

- ％

= = 0 ％

=

=

=

=

=

=

=

= = 4.34 ％
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【令和７年度】

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1通 ○ 2 1 10 1通 ○ 2 10

1前 ○ 1 7 1前 ○ 1 4

1後 1 7 1後 1 4

1前 ○ 1 7 1前 ○ 1 4

1後 1 7 1後 1 4

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 1 7 1前 1 7

1後 1 7 1後 1 7

1後 4 1 1後 4 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 　 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 4 2後 2 1

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1前 ○ 2 1 1 1前 ○ 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 ○ 2 1 1 1前 ○ 2 2

1前 ○ 2 3 1前 ○ 2 2

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1前 ○ 2 7 2 2 1前 ○ 2 5 3 2 1 3

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 ○ 2 1 1 1 7 1後 ○ 2 2 1 1 1

2前 2 2 2前 2 3

2前 ○ 2 3 1 2前 ○ 2 1 1 1 1

2前 2 5 2前 2 4

4通 2 1 4通 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

小計（44科目） － 8 68 0 10 3 1 0 0 55 小計（44科目） － 8 68 0 11 6 5 1 0 37

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1後 ○ 2 2 1後 ○ 2 1

1前 ○ 2 1 1前 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

専
門
科
目

教
科
研
究

専
門
科
目

２　授業科目の概要

＜教育・心理学部　学校教育学科＞

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く） 科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置配
当
年
次

基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く）

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

スポーツ実技

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

スポーツ実技

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-1 ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-1

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-2 ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-2

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-1 ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-1

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-2 ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-2

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ 情報処理演習Ⅱ

言語と文化Ⅰ 言語と文化Ⅰ

言語と文化Ⅱ 言語と文化Ⅱ

海外フィールドワーク 海外フィールドワーク

福祉社会入門 福祉社会入門

日本福祉大学の歴史 日本福祉大学の歴史

知多学 知多学
ヒューマンケアのための多職種連携 ヒューマンケアのための多職種連携

福祉の力 福祉の力

文書作成力演習 文書作成力演習

学
部
共
通
科
目

人間発達学A

学
部
共
通
科
目

人間発達学A

保育実践入門 保育実践入門

教育実践入門 教育実践入門

障害学入門 障害学入門

思春期のセクシャリティ 思春期のセクシャリティ

心理学概論 心理学概論

自然科学の世界 自然科学の世界

社会科学の世界 社会科学の世界

人文科学の世界 人文科学の世界

総合演習Ⅰ

ジェンダー論 ジェンダー論

人間発達学B 人間発達学B

市民社会の諸問題 市民社会の諸問題

日本国憲法 日本国憲法

総合演習Ⅰ

スポーツと文化 スポーツと文化

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

保育学基礎演習 保育学基礎演習

教育学基礎演習 教育学基礎演習

心理学基礎演習 心理学基礎演習

アダプテッド・スポーツ アダプテッド・スポーツ
外
国
人
留
学
生
特
例
科
目

日本語と文化Ⅰ-1 外
国
人
留
学
生
特
例
科
目

日本語と文化Ⅰ-1

日本語と文化Ⅰ-2 日本語と文化Ⅰ-2

日本語と文化Ⅱ-1 日本語と文化Ⅱ-1

日本語と文化Ⅱ-2 日本語と文化Ⅱ-2

日本語と文化Ⅲ-1 日本語と文化Ⅲ-1

日本語と文化Ⅲ-2 日本語と文化Ⅲ-2

日本語と文化Ⅳ-1 日本語と文化Ⅳ-1

日本語と文化Ⅳ-2 日本語と文化Ⅳ-2

教
育
学
基
礎

教職入門

教
育
学
基
礎

教職入門

教育と発達の心理学 教育と発達の心理学

教育原理 教育原理

教育制度論 教育制度論

特別支援教育概論 特別支援教育概論

教育課程論 教育課程論

教育方法論（情報通信技術の活用含む） 教育方法論（情報通信技術の活用含む）

生徒・進路指導論 生徒・進路指導論

道徳教育の理論と方法 道徳教育の理論と方法

特別活動方法論 特別活動方法論

教育相談の基礎と方法 教育相談の基礎と方法

特別ニーズ教育論 特別ニーズ教育論

国語科研究 国語科研究

社会科研究 社会科研究

算数科研究 算数科研究

音楽専門研究Ⅰ 音楽専門研究Ⅰ教
科
研
究

造形専門研究Ⅰ 造形専門研究Ⅰ

スポーツ専門研究Ⅰ スポーツ専門研究Ⅰ

音楽専門研究Ⅱ 音楽専門研究Ⅱ

造形専門研究Ⅱ 造形専門研究Ⅱ

スポーツ専門研究Ⅱ スポーツ専門研究Ⅱ
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

4前 2 1 4前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 2 2後 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 2 4後 2 1 2

2後 ○ 3 3 2後 ○ 3 1 1 1 1

3通 ○ 4 6 4 1 3通 ○ 4 7 3 1

4通 ○ 4 7 4 1 4通 ○ 4 8 3 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 2 3前 ○ 2 2

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3後 ○ 2 1 3後 ○ 2 1

2通 ○ 2 1 2通 ○ 2 1 1

3前 ○ 1 2 2 1 3前 ○ 1 2 2 1

3後 ○ 4 1 3後 ○ 4 1

3・4後 ○ 1 1 3・4後 ○ 1 1

4前 ○ 4 1 1 4前 ○ 4 1 1

4後 2 1 1 4後 2 2

4後 ○ 2 3 1 4後 ○ 2 3 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 1 2後 ○ 2 1 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1 3前 ○ 2 1

専
門
科
目

専
門
科
目

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育

自然地理学 自然地理学

人文地理学

哲学概論 哲学概論

日本史特講 日本史特講

近現代史 近現代史

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く） 科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く）

教
科
研
究

教
科
研
究

理科研究 理科研究

生活科研究 生活科研究

家庭科研究 家庭科研究

外国語研究 外国語研究

家族社会学 家族社会学

日本史概論 日本史概論

外国史概論 外国史概論

教
育
実
践
系

地理学概論 地理学概論

法学概論 法学概論

政治学概論 政治学概論

社会学概論 社会学概論

経済学概論 経済学概論

人文地理学

政治学特講 政治学特講

法学特講 法学特講

社会学特講 社会学特講

経済学特講 経済学特講

哲学特講 哲学特講

倫理学概論 倫理学概論

宗教学概論 宗教学概論

倫理学特講（死生学） 倫理学特講（死生学）

福
祉
系

社会福祉論

福
祉
系

社会福祉論

子ども家庭福祉論Ⅰ 子ども家庭福祉論Ⅰ

子ども家庭福祉論Ⅱ 子ども家庭福祉論Ⅱ

学校福祉論 学校福祉論

教育福祉論 教育福祉論

司法福祉論 司法福祉論

学童保育論 学童保育論

演
習
系

学校教育演習
演
習
系

学校教育演習

学校教育学専門演習Ⅰ 学校教育学専門演習Ⅰ

学校教育学専門演習Ⅱ 学校教育学専門演習Ⅱ

国語科教育法 国語科教育法

教
育
実
践
系

社会科教育法 社会科教育法

図画工作教育法 図画工作教育法

音楽科教育法 音楽科教育法

体育科教育法 体育科教育法

算数科教育法 算数科教育法

理科教育法 理科教育法

生活科教育法 生活科教育法

家庭科教育法 家庭科教育法

外国語教育法 外国語教育法

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導法

中等社会科教育法A 中等社会科教育法A

中等社会科教育法B 中等社会科教育法B

中等社会科教育法C 中等社会科教育法C

中等社会科教育法D 中等社会科教育法D

教職インターンシップⅠ 教職インターンシップⅠ

知的障害児指導法

肢体不自由児教育論 肢体不自由児教育論

教育実習Ⅰ（小・事前事後） 教育実習Ⅰ（小・事前事後）

教育実習Ⅱ（小） 教育実習Ⅱ（小）

教育実習Ⅰ（中・事前事後） 教育実習Ⅰ（中・事前事後）

教育実習Ⅱ（中） 教育実習Ⅱ（中）

教職インターンシップⅡ 教職インターンシップⅡ

教職実践演習（小中） 教職実践演習（小中）

特別支援教育論 特別支援教育論

知的障害児教育論 知的障害児教育論

知的障害児指導法
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

3後 ○ 2 1 3後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1 3

3後 2 2 3後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4通 ○ 1 1 4通 ○ 1 1

4通 ○ 2 1 4通 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1 1

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1 1

2後 ○ 2 1 2後 ○ 2 1 1

2後 ○ 2 3 2後 ○ 2 1 4

2前 ○ 2 1 2前 ○ 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

－ 8 200 0 13 4 1 0 0 39 － 8 200 0 12 6 2 1 0 16

2前 2 1 2前 2 1

2通 1 2通 1

2通 2 2通 2

- 0 0 5 0 0 0 0 0 1 - 0 0 5 0 0 0 0 0 1

- 16 268 5 13 4 1 0 0 86 - 16 268 5 14 6 2 1 0 44

特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く） 科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く）

専
門
科
目

専
門
科
目

肢体不自由児指導法 肢体不自由児指導法

特別支援教育課程論 特別支援教育課程論

聴覚障害児指導法 聴覚障害児指導法

重度重複障害児教育論 重度重複障害児教育論

重度重複障害児指導法 重度重複障害児指導法（総論）

発達障害児指導法 発達障害児指導法

障害児教育特論 障害児教育特論

障害児教育実習Ⅰ（事前事後） 障害児教育実習Ⅰ（事前事後）

障害児教育実習Ⅱ 障害児教育実習Ⅱ

障
害
理
解

知的障害児の心理

障
害
理
解

知的障害児の心理

知的障害児の生理と病理 知的障害児の生理と病理

肢体不自由児の心理 肢体不自由児の心理

肢体不自由児の生理と病理 肢体不自由児の生理と病理

視覚・聴覚・病弱児論 視覚・聴覚・病弱児論

発達障害児論 発達障害児論

聴覚障害児の心理・生理・病理 聴覚障害児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理 病弱児の心理・生理・病理

動作法 動作法

障害児アセスメント演習 障害児アセスメント演習

小計（101科目） 小計（101科目）

自
由
科
目

ビジネススキル
自
由
科
目

ビジネススキル

インターンシップⅢ インターンシップⅢ

インターンシップⅣ インターンシップⅣ

小計（3科目） 小計（3科目）

合計（148科目） 合計（148科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

4年以上在学し、総合基礎科目から28単位以上、専門科目から66単位以上を習得し、計124単位以
上を習得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

4年以上在学し、総合基礎科目から28単位以上、専門科目から66単位以上を習得し、計124単位以上を習得する
こと。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））
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【令和６年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 ○ 2 11

1前 ○ 1 4

1後 1 4

1前 ○ 1 4

1後 1 4

1前 ○ 2 1

1後 2 1

1前 1 7

1後 1 7

1後 4 1

1前 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 2

2前 2 1

2後 2 4

1前 ○ 2 1

1前 2 1

1後 ○ 2 1

1前 ○ 2 1

1前 ○ 2 1 1

1前 2 1

1前 ○ 2 1 1

1前 ○ 2 3

1前 ○ 2 1

1前 ○ 2 6 3 1 3

1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1 1

1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1

1後 2 1

1後 ○ 2 3 1 1

2前 2 2

2前 ○ 2 3 1

2前 2 5

4通 2 1

1前 1 1

1後 1 1

1前 1 1

1後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

2前 1 1

2後 1 1

小計（44科目） － 8 68 0 9 3 1 0 0 51

1前 ○ 2 1

1後 ○ 2 1

1前 ○ 2 1

1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1

1後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 2 1

2前 2 1

2前 ○ 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2前 2 1

2前 2 1

4前 2 1

4前 2 1

4前 2 1

2後 2 1

造形専門研究Ⅰ

スポーツ専門研究Ⅰ

音楽専門研究Ⅱ

造形専門研究Ⅱ

スポーツ専門研究Ⅱ

理科研究

道徳教育の理論と方法

特別活動方法論

教育相談の基礎と方法

特別ニーズ教育論

国語科研究

社会科研究

算数科研究

音楽専門研究Ⅰ
教
科
研
究

専
門
科
目

教
育
学
基
礎

教職入門

教育と発達の心理学

教育原理

教育制度論

特別支援教育概論

教育課程論

教育方法論（情報通信技術の活用含む）

生徒・進路指導論

外
国
人
留
学
生
特
例
科
目

日本語と文化Ⅰ-1

日本語と文化Ⅰ-2

日本語と文化Ⅱ-1

日本語と文化Ⅱ-2

日本語と文化Ⅲ-1

日本語と文化Ⅲ-2

日本語と文化Ⅳ-1

日本語と文化Ⅳ-2

福祉の力

文書作成力演習

学
部
共
通
科
目

人間発達学A

保育実践入門

教育実践入門

障害学入門

思春期のセクシャリティ

心理学概論

自然科学の世界

社会科学の世界

人文科学の世界

総合演習Ⅰ

ジェンダー論

人間発達学B

市民社会の諸問題

日本国憲法

スポーツと文化

総合演習Ⅱ

保育学基礎演習

教育学基礎演習

心理学基礎演習

アダプテッド・スポーツ

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

言語と文化Ⅰ

言語と文化Ⅱ

海外フィールドワーク

福祉社会入門

日本福祉大学の歴史

知多学

ヒューマンケアのための多職種連携

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置
基

幹

教

員

以

外

の

教

員（

助

手

を

除

く）

総
合
基
礎
科
目

全
学
共
通
科
目

スポーツ実技

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-1

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ-2

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-1

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ-2
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

2前 ○ 2 1

2前 ○ 2 1

2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 1 1

3後 2 1

3後 2 1

3前 2 2

3後 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

4前 2 1

1前 2 1

2前 2 1

2後 2 2

2後 ○ 2 1

3後 2 1

4前 2 1

4後 2 1 2

2後 ○ 3 3

3通 ○ 4 7 3 1

4通 ○ 4 8 3 1

2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 2

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3後 ○ 2 1

2通 ○ 2 1

3前 ○ 1 2 2 1

3後 ○ 4 1

3・4後 ○ 1 1

4前 ○ 4 1 1

4後 2 2

4後 ○ 2 3 1

2前 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 1

3前 ○ 2 1

3前 ○ 2 1

3後 ○ 2 1

2後 ○ 2 1 3

3後 2 2

3前 2 1

3後 2 1

2後 2 1

4前 2 1

4通 ○ 1 1

4通 ○ 2 1

専
門
科
目

教
育
実
践
系

重度重複障害児指導法（総論）

発達障害児指導法

障害児教育特論

障害児教育実習Ⅰ（事前事後）

障害児教育実習Ⅱ

教育実習Ⅰ（小・事前事後）

教育実習Ⅱ（小）

教育実習Ⅰ（中・事前事後）

教育実習Ⅱ（中）

教職インターンシップⅡ

教職実践演習（小中）

特
別
支
援
教
育

特別支援教育論

知的障害児教育論

知的障害児指導法

肢体不自由児教育論

肢体不自由児指導法

特別支援教育課程論

聴覚障害児指導法

重度重複障害児教育論

福
祉
系

社会福祉論

子ども家庭福祉論Ⅰ

子ども家庭福祉論Ⅱ

学校福祉論

教育福祉論

司法福祉論

学童保育論

算数科教育法

演
習
系

学校教育演習

学校教育学専門演習Ⅰ

学校教育学専門演習Ⅱ

国語科教育法

社会科教育法

図画工作教育法

音楽科教育法

体育科教育法

人文地理学

政治学特講

法学特講

中等社会科教育法D

教職インターンシップⅠ

社会学特講

経済学特講

哲学特講

倫理学概論

宗教学概論

倫理学特講（死生学）

理科教育法

生活科教育法

家庭科教育法

外国語教育法

総合的な学習の時間の指導法

中等社会科教育法A

中等社会科教育法B

中等社会科教育法C

基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く）

教
科
研
究

生活科研究

家庭科研究

外国語研究

家族社会学

日本史概論

外国史概論

地理学概論

法学概論

政治学概論

社会学概論

経済学概論

哲学概論

日本史特講

近現代史

自然地理学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数
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必

　

修

選

　

択

自

　

由

教

　

授

准

教

授

講

　

師

助

　

教

助

　

手

1後 ○ 2 1

2前 ○ 2 1 1

2前 ○ 2 1 1

2後 ○ 2 1 1

2後 ○ 2 1 4

2前 ○ 2 1

3前 2 1

3前 2 1

3前 2 1

4前 2 1

－ 8 200 0 13 3 1 0 0 30

2前 2 1

2通 1

2通 2

- 0 0 5 0 0 0 0 0 1

- 16 268 5 13 3 1 0 0 77

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、「専任教員等の配置」としてください。
　　　・　「基幹教員等の配置」欄の「基幹教員以外の教員（助手を除く）」は、大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は、
　　　　「専任教員以外の教員（助手を除く）」としてください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は
　　　　「専任教員」）以外の教員（助手を除く）（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）が担当する科目を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「認可時又は届出時」の「主要授業科目」欄は削除し、「基幹教員等の配置」欄は「専任教員等の配置」、「基幹教員以外の教員
　　　　（助手を除く）」欄は「兼任・兼担」としてください。その上で、各年度については、「基幹教員（大学院の研究科又は研究科の
　　　　専攻の場合は「専任教員」）」数は、認可時又は届出時の「専任教員」数との比較において変更となっている箇所、
　　　　「基幹教員以外の教員（助手を除く）（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員以外の教員（助手を除く）」）」数は、
　　　　認可時又は届出時の「兼任・兼担」数との比較において変更となっている箇所を太字の赤字としてください。
　　　　（専任教員から基幹教員に変更したことをもって太字の赤字とする必要はありません。）　

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。
　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

専
門
科
目

障
害
理
解

知的障害児の心理

知的障害児の生理と病理

肢体不自由児の心理

肢体不自由児の生理と病理

視覚・聴覚・病弱児論

発達障害児論

小計（101科目）

自
由
科
目

ビジネススキル

インターンシップⅢ

インターンシップⅣ

小計（3科目）

合計（148科目）

卒業要件及び履修方法

4年以上在学し、総合基礎科目から28単位以上、専門科目から66単位以上を習得し、計124単位以
上を習得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年度】(旧)→【令和５年度】(旧)

聴覚障害児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理

動作法

障害児アセスメント演習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

主要
授業
科目

単位数 基幹教員等の配置 基

幹

教

員

以

外

の

教

員

（

助

手

を

除

く）

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、基幹教員等の配置の変更、

　　　　主要授業科目の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。
　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。また、改正後大学設置基準（令和４年10月１日施行）の
　　　　適用により、専任教員から基幹教員に変更した場合（例：「専任教員　教授１」から「基幹教員　教授１」に変更）や、
　　　　兼任・兼担教員から基幹教員以外の教員に変更した場合　（例：「兼任教員１」から「基幹教員以外の教員１」に変更）については、
　　　　記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。
　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、新旧の変更内容をそれぞれ１つの枠内に記入してください。

・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「特別支援教育課程論」の基幹教員以外の教員を「0」から「3」に変更。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「重度重複障害児指導法」を「重度重複障害児指導法（総論）」に変更。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「知的障害児の生理と病理」の基幹教員以外の教員を「0」から「1」に変更。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「肢体不自由児の心理」の基幹教員に「教授1」を追加。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「肢体不自由児の生理と病理」の基幹教員以外の教員を「0」から「1」に変更。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、「視覚・聴覚・病弱児論」の基幹教員に「教授1」及び基幹教員以外の教員を「3」から「4」に変
更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「思春期のセクシャリティ」の担当者を「准教授1」から「教授1」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「特別支援教育概論」の担当者を「准教授1」から「教授1」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「学校教育学専門演習Ⅰ」の担当者を「教授6　准教授4」から「教授7　准教授3」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「学校教育学専門演習Ⅱ」の担当者を「教授7　准教授4」から「教授8　准教授3」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「教職インターンシップⅡ」の担当者を「教授1　准教授1」から「教授2」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「特別支援教育論」の担当者を「准教授1」から「教授1」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「知的障害児教育論」の担当者を「准教授1」から「教授1」に変更。
・基幹教員の職位昇格に伴い、「知的障害児指導法」の担当者を「准教授1」から「教授1」に変更。
・入学定員未充足に伴うクラス減により、「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」の基幹教員以外の教員を「7」から「4」に変更。
・入学定員未充足に伴うクラス減により、「フレッシュマンイングリッシュⅠ-2」の基幹教員以外の教員を「7」から「4」に変更。
・入学定員未充足に伴うクラス減により、「フレッシュマンイングリッシュⅡ-1」の基幹教員以外の教員を「7」から「4」に変更。
・入学定員未充足に伴うクラス減により、「フレッシュマンイングリッシュⅡ-2」の基幹教員以外の教員を「7」から「4」に変更。
・担当者変更に伴い、「スポーツ実技」の基幹教員を「1」から「0」に、基幹教員以外の教員を「10」から「11」に変更。
・担当者変更に伴い、「ヒューマンケアのための多職種連携」の基幹教員以外の教員を「1」から「2」に変更。
・担当者変更に伴い、「人間発達学B」の基幹教員を「1」から「2」に変更。
・クラス増及び担当者変更に伴い、「総合演習Ⅰ」の基幹教員を「9」から「10」に、基幹教員以外の教員を「2」から「3」に変更。
・クラス増及び担当者変更に伴い、「総合演習Ⅱ」の基幹教員を「3」から「5」に、基幹教員以外の教員を「7」から「0」に変更。
・時間割の調整に伴い、「教育実践入門」の開講期を「前期」から「後期」に変更。

（１）－②授業科目表に関する変更内容

【令和７年度】

　【令和６年度】

　　　　 　　　　

・担当者変更に伴い、「スポーツ実技」の基幹教員以外の教員を「11」から「10」に変更。
・担当者変更に伴い、「文書作成力演習」の基幹教員以外の教員を「４」から「1」に変更。
・担当者変更に伴い、「障害学入門」の担当者を「教授1」から「講師1」に変更。
・担当者変更に伴い、「自然科学の世界」の担当者を「教授1 准教授1」から「教授2」に変更。
・担当者変更に伴い、「社会科学の世界」の担当者を「教授3」から「教授2」に変更。
・担当者変更に伴い、「人文科学の世界」の担当者を「教授1」から「講師1」に変更。
・担当者変更に伴い、「総合演習Ⅰ」の基幹教員を「10」から「11」に変更。
・担当者変更に伴い、「ジェンダー論」の担当者を教授「1」から基幹教員以外の教員に変更。
・担当者変更に伴い、「人間発達学B」の担当者を「教授1 講師1」から「助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「市民社会の諸問題」の担当者を「教授1」から「助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「総合演習Ⅱ」の担当者を「教授3」から「教授2 助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「保育学基礎演習」基幹教員以外の教員を「2」から「3」に変更。
・担当者変更に伴い、「教育学基礎演習」の担当者を「教授3 准教授1」から「教授1 准教授1 講師1 助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「心理学基礎演習」基幹教員以外の教員を「5」から「4」に変更。
・担当者変更に伴い、「教育原理」の担当者を「教授1」から「助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「教育制度論」の担当者を基幹教員以外の教員から「助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「哲学概論」の担当者を「教授1」から基幹教員以外の教員に変更。
・担当者変更に伴い、「子ども家庭福祉論Ⅱ」の基幹教員以外の教員を「2」から「1」に変更。
・担当者変更に伴い、「学校教育演習」の担当者を「教授3」から「教授1 准教授1 講師1　助教1」に変更。
・担当者変更に伴い、「社会科教育法」の担当者を「教授1」から「教授1 准教授1」に変更。
・担当者変更に伴い、「教職インターンシップⅠ」の担当者を「教授1」から「教授1 講師1」に変更。

14



科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

(注)・　未開講科⽬も含めた教育課程上の授業科⽬数を記⼊するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記⼊してください。（記⼊例︓１科⽬減の場合︓△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記⼊してください。
　　　　の授業科⽬数及び設置時の計画からの増減を記⼊するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科⽬数と

3 1481387 138 3

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並⾏して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

7

[　　－　　] [　　－　　]

148

[　　－　　]

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 自由

[　　－　　]

選択必修
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科⽬について記⼊して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記⼊してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科⽬については記⼊しないでください。
　　　・　教職⼤学院の場合は、「⼀般・専⾨」を「共通・実習・その他」と修正して記⼊してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

(注)・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃⽌（教育課程から削除）した授業科⽬について記⼊して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記⼊してください。

(注)・　授業科⽬を未開講⼜は廃⽌としたことによる学⽣の履修への影響に関する⼤学の所⾒、
　　　　学⽣への周知⽅法、今後の⽅針などを可能な限り具体的に記⼊してください。

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記⼊してください。

　　　・　該当がない場合は「廃⽌の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記⼊してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。
　　　・　専⾨職⼤学等の場合は、「⼀般・専⾨」を「基礎、展開、職業専⾨、総合」と修正して記⼊して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当無し

　　　・　専⾨職⼤学等の場合は、「⼀般・専⾨」を「基礎、展開、職業専⾨、総合」と修正して記⼊して
　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職⼤学院の場合は、「⼀般・専⾨」を「共通・実習・その他」として記⼊してください。

該当なし

廃止の理由、代替措置の有無
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

148

(注)・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。
　　　・　「未開講科⽬と廃⽌科⽬の計」が、「（３）未開講科⽬」と「（４）廃⽌科⽬」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

点

2

(2)

2

(2)

私立大学等経常費補助金、資金運用・事業収入等を充当する。

1626.93㎡
403.01㎡

6321.15㎡
4432.19㎡

令和7年4月1日
校舎拡張用地購入：
2,2426,18

0千円

開設前年度 完成年度

電子図書

開設年度

（7,125〔5,357〕）
（7,532〔5,778〕）

234

 5,686〔4,021〕　

（7,585〔5,442〕）
（8,036〔5,884〕）

点

電子ジャーナル〔うち外国書〕

 6,235〔4,144〕　

種 〔うち外国書〕

機械・器具

(163〔0〕)
（ 112〔　  0〕）

711.37㎡
3,778.13㎡

（24,011）〔574〕
（22,833〔 572〕）
（21,889〔 547〕）

(234)

234

（7,585〔5,442〕）
（8,036〔5,884〕）
（6,235〔4,144〕）

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

(２) 校　　　　　舎

　

図
書
・
設
備

(４)
新設学部等
の名称

そ　の　他

合　　　計

35,345.69㎡

（7,125〔5,357〕）
（7,532〔5,778〕）
（5,686〔4,021〕）

145〔　40 〕　

(163〔0〕)
（ 112〔　  0〕）
（ 25〔　  0〕）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

2,300千円 2,300千円2,300千円

標本

(234)

287,313.34㎡
264,887.16㎡

0㎡

0㎡ 35,345.69㎡

（　　78,969.05㎡）

18室
236室

図　　書 学術雑誌

25,209〔 667 〕　

0㎡
251,967.65㎡
229,541.47㎡

251,967.65㎡
229,541.47㎡

講堂 厚生補導施設

〔うち外国書〕

区　　　　分

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 78,969.05㎡

（　　78,969.05㎡）

287,313.34㎡
264,887.16㎡

0㎡

計

78,969.05㎡ 0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

校
　
地
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

区　　　　　分

0㎡

大学全体
図書
  632,155冊
〔109,650冊〕
626,123冊
 〔109,513冊〕
 　613,311冊
 〔110,181冊〕
学術雑誌
7,906冊
〔5,469冊〕
8,036冊
 　〔5,884冊〕
　　6,668冊

 　〔4,225冊〕
電子ジャーナル
　7,125冊
〔5,357冊〕
7,532冊
　 〔5,778冊〕
　 　5,686冊
　 〔4,021冊〕
※電子ジャーナル数は学部学
科単位で特定不能なため大学
全体の数
＊教育環境の充実をはかるた
め

25,209〔 667 〕　
教育・心理学部
学校教育学科

550千円

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,275千円 1,025千円

計

550千円 図書購入費

1,025千円

第４年次

(３)教室・教員研究室 教　　　室
367室
388室

教員研究室

冊

 6,235〔4,144〕　  5,686〔4,021〕　

0㎡

共 同 研 究 費 等 16,500千円 16,500千円

区　　分

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を⾚字で⾒え消し修正するとともに、
　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に⾚字で記⼊してください。
　　　　　なお、昨年度の報告において⾚字で⾒え消しした部分については、⾒え消しのまま⿊字にしてください。

　　　　「（２）校舎」は⼤学全体の数字を、その他の項⽬はＡＣ対象学部等の数値を記⼊してください。）
　　　　（複数のキャンパスに分かれている場合、複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び

(６) 教員１人当り研究費等

完成年度

　　　・　⾼等専⾨学校については「（３）教室・教員研究室」欄の「教員研究室」は記載不要です。

開設年度

大学全体
：集計方法の錯誤。（５）スポーツ施設等

千円

スポーツ施設

第５年次

（24,011）〔574〕
（22,833〔 572〕）

〔うち外国書〕

145〔　40 〕　

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎の総⾯積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国⽴⼤学については「（６）経費の⾒積り及び維持⽅法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(４)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５⽉１⽇現在の数値を記⼊してください。

(注)・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）⼜は（その１の３）に準じて作成してください。

千円

設備購入費 0千円

第６年次

0千円

1,025千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

6
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

1

年 人 年次 人 年度 年度
人

社会福祉学部 4 400
3年次
   40

1,680 - - 昭和32

　社会福祉学科 4 400
3年次
   40

1,680 学士
(社会福祉学) - 昭和32

経済学部 4 240 - 840 - - 昭和51 令和7年度入学定員40名増

　経済学科 4 240 - 840
学士
(経済学) - 昭和51

福祉経営学部 4 800
3年次
 400

4,000 - - 平成15

　医療・福祉
　マネジメント学科

4 800
3年次
 400

4,000 学士
(福祉経営学) - 平成15

健康科学部 4 80 - 740 - - 平成20

　リハビリテーショ
  ン学科

4 80 - 440
学士
(健康科学) - 平成20 令和７年度入学定員40名減

　　理学療法学専攻 4 40 - 160
学士
(健康科学) - 平成20

　　作業療法学専攻 4 40 - 160
学士
(健康科学) - 平成20

　　介護学専攻 4 - - 120
学士
(健康科学) - 平成20 令和7年度学生募集停止

　福祉工学科 4 - - 300
学士
(健康科学) - 平成20 令和7年度学生募集停止

教育・心理学部 4 315 - 1260 - - 平成20

　こども学科 4 120 - 670
学士
(こども学) - 平成20 令和7年度学科名称変更

　学校教育学科 4 95 - 190
学士
(学校教育) - 令和6

　心理学科 4 100 - 400
学士
(心理学) - 平成20

国際学部 4 80 - 320 - - 平成20 令和6年学部名称変更

　国際学科 4 80 - 320
学士
(国際学) - 平成20 令和6年学科名称変更

看護学部 4 100 - 400 - - 平成29

　看護学科 4 100 - 400
学士
(看護学) - 平成29

スポーツ科学部 4 180 - 720 - 平成29

　スポーツ科学科 4 180 - 720
学士
(スポーツ科
学)

- 平成29

工学部 4 100 100 - - 令和７ 令和7年度開設

　工学科 4 100 100
学士
(工学) - 令和７

大学全体 4 2,295
3年次
440

10,060 - - -

　　　・「収容定員充⾜率」には、報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記⼊してください。

　　　・「収容定員充⾜率（控除後）」には、「収容定員充⾜率」が1.00倍を超える場合、「⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校の設置等に係る認可の基準」
　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適⽤した場合の控除及び適⽤後の「収容定員充⾜率」を記⼊してください。
　　　　なお、「収容定員充⾜率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適⽤がない場合には、「－」としてください。

同上

同上

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収容定員
充足率

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

所在地 備　　考

日　本　福　祉　大　学

収容定員
充足率

（控除後）

1.03

0.92

同上

同上

1.34

　　　　詳しくは、本シート右に記載のコメント機能で操作⽅法を案内していますのでご参照ください。

　　　・「備考」の欄については、学年進⾏中の⼊学定員の増減や学⽣募集停⽌など、収容定員に影響のある情報を記⼊してください。

　　　・記載項⽬以外、保護をかけています。不要な⾏は、「⾮表⽰」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、
　　　　「⼊学定員超過率」及び「収容定員充⾜率」が0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科数を記⼊する項⽬を「－」とした上で、「⾮表⽰」設定としてください。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「⼤学の設置等に係る提出書類の作成の⼿引（令和８年度開設⽤）Ⅳ.33収容定員の充⾜状況」をご確認ください。

　　　　また、0.7倍以下⼜は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５⽉１⽇現在の収容定員数に対する学⽣数の割合を記載してください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、⽂字サイズ変更を⾏ってください。

同上

　　　・「収容定員充⾜率（控除後含む）」は、⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで記⼊してください。

　　　　※「⼊学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に⼊学定員を定めている場合を含めます。

愛知県半田市東生
見町26番２

　　　　報告年度の５⽉１⽇現在の状況を記⼊してください。（⼤学院、専攻科及び別科を除く）
        なお、本調査の対象となっている⼤学等の設置者が設置している他の⼤学等の状況については、記⼊する必要はありません。

　　　・学部の学科等、「⼊学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記⼊してください。

(注)・本調査の対象となっている⼤学、短期⼤学及び⾼等専⾨学校（以下「⼤学等」という。）について、既に設置している学部等（短期⼤学、⾼等専⾨学校にあっては学科等）の

-0.87 -

0.78 -

1.06

1.06

1.03

0.99

倍倍

0.68

0.68 -

1.04

1.04

0.98

-

0.98

1.34 1.23

同上

愛知県半田市東生
見町26番２

-

0.98

-

1.01

0.87

1.23

-

-

-

-

-

-

-

同上

愛知県知多郡美浜
町大字奥田字会下
前35番６

同上

愛知県知多郡美浜
町大字奥田字会下
前35番６

愛知県東海市大田
町下浜田1071番

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

-

愛知県東海市大田
町下浜田1071番

愛知県知多郡美浜
町大字奥田字会下
前35番６

愛知県知多郡美浜
町大字奥田字会下
前35番６

愛知県東海市大田
町下浜田1071番

1.02

1.02

0.99

0.78

0.62

0.57

0.65

0.46

0.61

0.99

0.98

0.98

-
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】 【令和７年度】

教員
区分

自然科学の世界
総合演習Ⅰ

教育学基礎演習
学校教育演習
算数科研究
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
算数科教育法
教職インターンシップⅠ
教育実習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職インターンシップⅡ
教職実践演習（小中）

ｶﾜﾍﾞ　ｶｽﾞﾋﾛ
川邊　一弘

＜令和７年９月＞

社会科学の世界
家族社会学
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
社会学概論
政治学特講
社会学特講
社会福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

ｽｽﾞｷ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
鈴木　庸裕

＜令和６年４月＞

教職入門
教育学基礎演習
学校福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ｺｻｶ　ﾋﾛｼ
小坂　啓史

＜令和６年４月＞

人間発達学A 
社会科学の世界
家族社会学
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
社会学概論
政治学特講
社会学特講
社会福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾘｶ
中嶋　理香

＜令和６年４月＞

教育相談の基礎と方法
知的障害児の心理
知的障害児の生理と病理
肢体不自由児の生理と病理
病弱児の心理・生理・病理
聴覚障害児の心理・生理・病理
障害児アセスメント演習
学校教育学専門演習Ⅱ
肢体不自由児の心理
視覚・聴覚・病弱児論

教員
区分

担当授業科目名

職名

基（主専） 教授

ｽｽﾞｷ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
鈴木　庸裕

＜令和６年４月＞

教職入門
教育学基礎演習
学校福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

ｲﾀｶﾞｷ　ｹﾝｼﾞ
板垣　賢二

＜令和６年４月＞

基（主専） 教授

基（主専） 教授

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

社会科教育法
中等社会科教育法B
中等社会科教育法D

基（主専） 教授

ｺｻｶ　ﾋﾛｼ
小坂　啓史

＜令和６年４月＞

基（主専） 教授

基（主専） 教授

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾘｶ
中嶋　理香

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育相談の基礎と方法
知的障害児の心理
知的障害児の生理と病理
肢体不自由児の生理と病理
病弱児の心理・生理・病理
聴覚障害児の心理・生理・病理
障害児アセスメント演習
学校教育学専門演習Ⅱ

５　教育研究実施組織の状況

＜教育・心理学部　学校教育学科＞

（１）ー① 担当教員表

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

基（主専） 教授

ｲﾀｶﾞｷ　ｹﾝｼﾞ
板垣　賢二

＜令和６年４月＞

自然科学の世界
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
教育学基礎演習
学校教育演習
算数科研究
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
算数科教育法
教職インターンシップⅠ
教育実習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職インターンシップⅡ
教職実践演習（小中）

基（主専） 教授

ｶﾜﾍﾞ　ｶｽﾞﾋﾛ
川邊　一弘

＜令和７年９月＞

社会科教育法
中等社会科教育法B 
中等社会科教育法D

職名

担当授業科目名

基（主専） 教授

ｲﾀｶﾞｷ　ｹﾝｼﾞ
板垣　賢二

＜令和６年４月＞

自然科学の世界
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
教育学基礎演習
算数科研究
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
算数科教育法
教職インターンシップⅠ
教育実習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職インターンシップⅡ
教職実践演習（小中）

基（主専） 教授

ｶﾜﾍﾞ　ｶｽﾞﾋﾛ
川邊　一弘

＜令和７年９月＞

社会科教育法
中等社会科教育法B 
中等社会科教育法D

基（主専） 教授

ｺｻｶ　ﾋﾛｼ
小坂　啓史

＜令和６年４月＞

人間発達学A 
社会科学の世界
家族社会学
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
社会学概論
政治学特講
社会学特講
社会福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ｽｽﾞｷ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
鈴木　庸裕

＜令和６年４月＞

教職入門
教育実践入門
生徒・進路指導論
学校福祉論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

教員
区分

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾘｶ
中嶋　理香

＜令和６年４月＞

教育相談の基礎と方法
知的障害児の心理
知的障害児の生理と病理
肢体不自由児の生理と病理
病弱児の心理・生理・病理
聴覚障害児の心理・生理・病理
障害児アセスメント演習
学校教育学専門演習Ⅱ
肢体不自由児の心理
視覚・聴覚・病弱児論

基（主専） 教授
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

ﾏﾂｼﾀ　ｱｷｵ
松下　明生

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ

造形専門研究Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
図画工作教育法
造形専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）

基（主専） 教授

ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾕｷ
藤井　啓之

＜令和６年４月＞

教育実践入門
特別活動方法論
教育原理
学校教育学専門演習Ⅰ

基（主専） 教授

ﾏﾙﾔﾏ　ｼﾝｼﾞ
丸山　真司

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育学基礎演習
学校教育演習
教職実践演習（小中）
スポーツ専門研究Ⅰ
スポーツ専門研究Ⅱ
体育科教育法

ﾏﾂｼﾀ　ｱｷｵ
松下　明生

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
人間発達学B
造形専門研究Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
図画工作教育法
造形専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）

基（主専） 教授

ﾐﾔｹ　ﾕｳｲﾁﾛｳ
三宅　裕一郎

＜令和６年４月＞

社会科学の世界
総合演習Ⅰ
日本国憲法
総合演習Ⅱ
法学概論
法学特講
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ﾐｽﾞﾉ　ｱｷｺ
水野　暁子

＜令和７年９月＞

理科研究
理科教育法

基（主専） 教授

基（主専） 教授

ﾐﾔｹ　ﾕｳｲﾁﾛｳ
三宅　裕一郎

＜令和６年４月＞

社会科学の世界
総合演習Ⅰ
日本国憲法

法学概論
法学特講
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾕｷ
藤井　啓之

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育原理
学校教育学専門演習Ⅰ

基（主専） 教授

ﾏﾙﾔﾏ　ｼﾝｼﾞ
丸山　真司

＜令和６年４月＞

人間発達学A
総合演習Ⅰ
教育学基礎演習
学校教育演習
教職実践演習（小中）
スポーツ専門研究Ⅰ
スポーツ専門研究Ⅱ
体育科教育法
スポーツ実技（バスケットボー
ル）

基（主専） 教授

ﾔﾏﾓﾄ　ﾄｼﾛｳ
山本　敏郎

＜令和６年４月＞

教育実践入門
生徒・進路指導論
特別活動方法論
学童保育論
学校教育演習
教職実践演習（小中）

基（主専） 教授

ﾐｽﾞﾉ　ｱｷｺ
水野　暁子

＜令和７年９月＞

理科研究
理科教育法

基（主専） 教授

基（主専） 教授

ﾐｽﾞﾉ　ｱｷｺ
水野　暁子

＜令和７年９月＞

理科研究
理科教育法

基（主専） 教授

ﾏﾂｼﾀ　ｱｷｵ
松下　明生

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
自然科学の世界
造形専門研究Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
図画工作教育法
造形専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）

基（主専） 教授

ﾐﾔｹ　ﾕｳｲﾁﾛｳ
三宅　裕一郎

＜令和６年４月＞

社会科学の世界
総合演習Ⅰ
日本国憲法
法学概論
法学特講
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾕｷ
藤井　啓之

＜令和６年４月＞

学校教育学専門演習Ⅰ
特別活動方法論

基（主専） 教授

ﾏﾙﾔﾏ　ｼﾝｼﾞ
丸山　真司

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
学校教育演習
教職実践演習（小中）
スポーツ専門研究Ⅰ
スポーツ専門研究Ⅱ
体育科教育法
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

基（主専） 准教授

基（主専） 教授

ｲﾄｳ　ﾅｵｷ
伊藤　修毅

＜令和６年４月＞

思春期のセクシャリティ
特別支援教育概論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
特別支援教育論
知的障害児教育論
知的障害児指導法
特別支援教育課程論
障害児教育特論
障害児教育実習Ⅰ（事前事後）
障害児教育実習Ⅱ
教職インターンシップⅡ

基（主専） 准教授

ｲﾏｲ　ﾘｴ
今井　理恵

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育学基礎演習
教育課程論
教育方法論（情報通信技術の活用
含む）
特別ニーズ教育論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職実践演習（小中）

基（主専） 准教授

ｲﾄｳ　ﾅｵｷ
伊藤　修毅

＜令和６年４月＞

思春期のセクシャリティ
特別支援教育概論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
特別支援教育論
知的障害児教育論
知的障害児指導法
特別支援教育課程論
障害児教育特論
障害児教育実習Ⅰ（事前事後）
障害児教育実習Ⅱ
教職インターンシップⅡ

基（主専） 准教授

ｲﾏｲ　ﾘｴ
今井　理恵

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育学基礎演習
教育課程論
教育方法論（情報通信技術の活
用含む）
特別ニーズ教育論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職実践演習（小中）

基（主専） 准教授

ｻｲﾄｳ　ｶｽﾞﾊﾙ
齊藤　一晴

＜令和７年４月＞

社会科研究
日本史概論
日本史特講
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教育実習Ⅰ（中・事前事後）
教育実習Ⅱ（中）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ｱｶｲｼ　ﾉﾘｱｷ
赤石　憲昭

＜令和６年４月＞

社会科学の世界
人文科学の世界
ジェンダー論
市民社会の諸問題
哲学概論
哲学特講
政治学特講
倫理学概論
倫理学特講（死生学）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅱ（中）

基（主専） 教授

ﾀｶｷﾞ ﾋｻｼ
髙木　尚

＜令和６年４月＞

障害学入門
肢体不自由児教育論
肢体不自由児指導法
重度重複障害児教育論
重度重複障害児指導法

基（主専） 教授

ｱｶｲｼ　ﾉﾘｱｷ
赤石　憲昭

＜令和６年４月＞

社会科学の世界
人文科学の世界
ジェンダー論
市民社会の諸問題
哲学概論
哲学特講
政治学特講
倫理学概論
倫理学特講（死生学）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅱ（中）

基（主専） 教授

ﾀｶｷﾞ ﾋｻｼ
髙木　尚

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
障害学入門
肢体不自由児教育論
肢体不自由児指導法
重度重複障害児教育論
重度重複障害児指導法

ｻｲﾄｳ　ｶｽﾞﾊﾙ
齊藤　一晴

＜令和７年４月＞

総合演習Ⅰ
社会科研究
日本史概論
日本史特講
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教育実習Ⅰ（中・事前事後）
教育実習Ⅱ（中）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ｲﾄｳ　ﾅｵｷ
伊藤　修毅

＜令和６年４月＞

思春期のセクシャリティ
特別支援教育概論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
特別支援教育論
知的障害児教育論
知的障害児指導法
特別支援教育課程論
障害児教育特論
障害児教育実習Ⅰ（事前事後）
障害児教育実習Ⅱ
教職インターンシップⅡ

基（主専） 准教授

ｲﾏｲ　ﾘｴ
今井　理恵

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
教育学基礎演習
教育課程論
教育方法論（情報通信技術の活用
含む）
特別ニーズ教育論
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教職実践演習（小中）

基（主専） 准教授

ｻｲﾄｳ　ｶｽﾞﾊﾙ
齊藤　一晴

＜令和７年４月＞

総合演習Ⅰ
社会科研究
社会科教育法
日本史概論
日本史特講
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
教育実習Ⅰ（中・事前事後）
教育実習Ⅱ（中）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 教授

ｱｶｲｼ　ﾉﾘｱｷ
赤石　憲昭

＜令和６年４月＞

哲学特講
政治学特講
倫理学概論
倫理学特講（死生学）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ
教育実習Ⅱ（中）
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
教育福祉論

基（主専） 准教授

ﾏﾂﾓﾄ　ﾌﾄｼ
松本　太

＜令和６年４月＞

自然科学の世界
人間発達学B
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
地理学概論
自然地理学
人文地理学
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 講師

ｼﾉﾊﾗ　ﾏｷｺ
篠原　眞紀子

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ
音楽専門研究Ⅰ
音楽科教育法
教職インターンシップⅠ
音楽専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

その他 教授

ｴﾝﾄﾞｳ　ﾕﾐ
遠藤　由美

＜令和６年４月＞

基（主専） 准教授

ﾏﾂﾓﾄ　ﾌﾄｼ
松本　太

＜令和６年４月＞

自然科学の世界

総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
地理学概論
自然地理学
人文地理学
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 講師

ｼﾉﾊﾗ　ﾏｷｺ
篠原　眞紀子

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅰ
人間発達学B
総合演習Ⅱ
音楽専門研究Ⅰ
音楽科教育法
教職インターンシップⅠ
音楽専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

その他 教授

ｴﾝﾄﾞｳ　ﾕﾐ
遠藤　由美

＜令和６年４月＞

教育福祉論

その他 教授

ｴﾝﾄﾞｳ　ﾕﾐ
遠藤　由美

＜令和６年４月＞

教育福祉論

基（主専） 准教授

ﾏﾂﾓﾄ　ﾌﾄｼ
松本　太

＜令和６年４月＞

学校教育演習

総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
地理学概論
自然地理学
人文地理学
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 講師

ｼﾉﾊﾗ　ﾏｷｺ
篠原　眞紀子

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅰ
人文科学の世界
音楽専門研究Ⅰ
音楽科教育法
教職インターンシップⅠ
音楽専門研究Ⅱ
教育実習Ⅰ（小・事前事後）
学校教育学専門演習Ⅰ
学校教育学専門演習Ⅱ

基（主専） 助教

ﾊﾞﾝﾉ　ﾏﾅﾐ
坂野　愛実

＜令和６年９月＞

教育制度論
総合演習Ⅰ
人間発達学B
市民社会の諸問題
総合演習Ⅱ
教育学基礎演習
教育原理
学校教育演習

その他 教授

ﾅｶﾑﾗ　ｼﾝｼﾞ
中村　信次

＜令和６年４月＞

心理学概論
その他 教授

ﾅｶﾑﾗ　ｼﾝｼﾞ
中村　信次

＜令和６年４月＞

心理学概論

基（主専） 講師

タケワキ　シンゴ

竹脇　真悟

＜令和７年４月＞

障害学入門
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
教育学基礎演習
学校教育演習
肢体不自由児教育論
肢体不自由児指導法
重度重複障害児教育論
重度重複障害児指導法
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
渡辺　顕一郎

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
子ども家庭福祉論Ⅰ
子ども家庭福祉論Ⅱ

総合演習Ⅰ

その他 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
渡辺　顕一郎

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
学童保育論
子ども家庭福祉論Ⅰ
子ども家庭福祉論Ⅱ

その他 助教

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏﾕﾐ
小林　眞弓

＜令和６年４月＞

福祉社会入門

肢体不自由児の心理
視覚・聴覚・病弱児論
スポーツ実技

肢体不自由児の心理
視覚・聴覚・病弱児論
スポーツ実技

肢体不自由児の心理
視覚・聴覚・病弱児論
スポーツ実技

ﾊﾞﾝﾉ　ﾏﾅﾐ
坂野　愛実

＜令和６年９月＞

知多学

ﾊｼﾓﾄ　ﾖｳｼﾞ
橋本　洋治

＜令和６年９月＞

教育制度論

その他 教授

ﾎﾗｲ　ﾋﾃﾞﾕｷ
洞井　秀之

＜令和７年４月＞

その他 教授

福祉社会入門

その他 准教授

ｽｽﾞｷ　ｹﾝｼﾞ
鈴木　健司

＜令和７年４月＞

ビジネススキル

その他 准教授

ｸﾄﾞｳ　ﾋﾃﾞﾐ
工藤　英美

＜令和６年９月＞

教育と発達の心理学

その他 教授

その他

ﾔﾏﾀﾞ　ｿｳｼﾛｳ
山田　壮志郎

＜令和６年４月＞

その他 准教授

ｽｽﾞｷ　ｹﾝｼﾞ
鈴木　健司

＜令和７年４月＞

ビジネススキル

ﾁｶﾐ　ｻﾄｼ
千頭　聡

＜令和６年４月＞

その他 講師

ﾏﾂﾓﾄ　ﾕｳ
松元　佑

＜令和６年４月＞

その他 教授

知多学

その他 講師

教育制度論

その他 教授

ﾎﾗｲ　ﾋﾃﾞﾕｷ
洞井　秀之

＜令和７年４月＞

教授

ﾁｶﾐ　ｻﾄｼ
千頭　聡

＜令和６年４月＞

その他 講師

ﾏﾂﾓﾄ　ﾕｳ
松元　佑

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
心理学概論
保育学
基礎演習

その他 教授

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾝｲﾁﾛｳ
渡辺　顕一郎

＜令和６年４月＞

総合演習Ⅰ
学童保育論
子ども家庭福祉論Ⅰ
子ども家庭福祉論Ⅱ

その他 教授

ﾎﾗｲ　ﾋﾃﾞﾕｷ
洞井　秀之

＜令和７年４月＞

その他 准教授

ソガベ　シュンスケ

曽我部　敦介

＜令和７年４月＞

ビジネススキル

その他 助教

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾏﾕﾐ
小林　眞弓

＜令和６年４月＞

福祉社会入門
福祉の力
文書作成力演習

その他 教授

知多学

ﾁｶﾐ　ｻﾄｼ
千頭　聡

＜令和６年４月＞

その他 教授

カタヤマ　ヨシヒロ

片山　善博

＜令和7年４月＞

哲学概論
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 准教授

ﾎﾘ　ﾐﾜｺ
堀　美和子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習
発達障害児論

知的障害児教育論

その他 准教授

ｾﾁﾔﾏ　ﾊﾔ
瀬地山　葉矢

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ
心理学基礎演習

その他 講師

ﾐｽﾞﾉ　ｶｽﾞﾖ
水野　和代

＜令和７年９月＞

発達障害児指導法

その他 講師

ｷﾖﾓﾄ　ﾕｶﾅ
清源　友香奈

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ｻﾄｳ　ﾀﾞｲｽｹ
佐藤　大介

＜令和７年９月＞

文書作成力演習

海外フィールドワーク

その他 講師

ｲｼﾀﾞ　ﾄﾓﾐ
石田　知美

＜令和６年９月＞

日本福祉大学の歴史
文書作成力演習

その他 講師

ﾔｻﾞｷ　ﾕﾐｺ
矢崎　裕美子

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ｶｰｸﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｹﾞｲﾘｰ　ｱﾗﾝ
KIRKPATRICK, Gary Alan 

＜令和６年９月＞

その他 准教授

ｾﾁﾔﾏ　ﾊﾔ
瀬地山　葉矢

＜令和６年９月＞

心理学基礎演習

その他 准教授

ﾌｼﾞﾀ　ﾋﾄﾐ
藤田　ひとみ

＜令和７年９月＞

肢体不自由児の生理と病理

その他 講師

ﾑﾗｶﾜ　ﾋﾛｷ
村川　弘城

＜令和７年４月＞
その他 講師

ﾑﾗｶﾜ　ﾋﾛｷ
村川　弘城

＜令和７年４月＞

福祉の力
文書作成力演習

福祉の力
文書作成力演習

その他 准教授

ｾﾝｶﾞ　ﾉﾘﾌﾐ
千賀　則史

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 准教授

ﾎﾘ　ﾐﾜｺ
堀　美和子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習
発達障害児論

その他 准教授

ｵｵﾐﾔ　ﾄﾓｺ
大宮　ともこ

＜令和７年９月＞ その他 准教授

ｵｵﾐﾔ　ﾄﾓｺ
大宮　ともこ

＜令和７年９月＞

知的障害児教育論

その他 准教授

ｾﾝｶﾞ　ﾉﾘﾌﾐ
千賀　則史

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾐｽﾞﾉ　ｶｽﾞﾖ
水野　和代

＜令和７年９月＞

発達障害児指導法

その他 講師

ｷﾖﾓﾄ　ﾕｶﾅ
清源　友香奈

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ｻﾄｳ　ﾀﾞｲｽｹ
佐藤　大介

＜令和７年９月＞
修士（社会福祉学）

その他 講師

ｶｰｸﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｹﾞｲﾘｰ　ｱﾗﾝ
KIRKPATRICK, Gary Alan 

＜令和６年９月＞

海外フィールドワーク

その他 講師

ｲｼﾀﾞ　ﾄﾓﾐ
石田　知美

＜令和６年９月＞

日本福祉大学の歴史
文書作成力演習

その他 准教授

フクモト　リエ

福元　理英

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ｶｰｸﾊﾟﾄﾘｯｸ　ｹﾞｲﾘｰ　ｱﾗﾝ
KIRKPATRICK, Gary Alan 

＜令和６年９月＞

海外フィールドワーク

その他 講師

ｲｼﾀﾞ　ﾄﾓﾐ
石田　知美

＜令和６年９月＞

日本福祉大学の歴史

その他 准教授

ﾎﾘ　ﾐﾜｺ
堀　美和子
＜令和７年４月＞

発達障害児論

その他 准教授

ｵｵﾐﾔ　ﾄﾓｺ
大宮　ともこ

＜令和７年９月＞

知的障害児教育論

その他 講師

ﾌｼﾞﾀ　ﾋﾄﾐ
藤田　ひとみ

＜令和７年９月＞

肢体不自由児の生理と病理
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ﾏｷﾉ　ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年９月＞

スポーツと文化
スポーツ実技

その他 講師

ｶﾜﾀ　ｷﾐﾖ
河田　君代

＜令和７年４月＞

保育学基礎演習

その他 講師

ｲﾄｳ　ｶﾅｺ
伊藤　加奈子

＜令和６年４月＞

思春期のセクシャリティ

その他 講師

ﾌｼﾞｲ　ﾋﾛﾕｷ
藤井　博之

＜令和６年９月＞

ヒューマンケアのための多職種
連携

その他 講師

ｲｼﾜﾀﾘ　ﾏｻﾕｷ
石渡　雅之

＜令和７年４月＞

外国語研究
外国語教育法

その他 講師

ｵｵﾐ　ｲｻｵ
大見　功

＜令和７年４月＞

中等社会科教育法A 
聴覚障害児指導法
聴覚障害児の心理・生理・病理

その他 講師

ﾔｽﾀｹ　ﾋﾛｶｽﾞ
安武　裕和

＜令和７年９月＞

政治学概論
政治学特講

その他 講師

ｳﾗﾍﾞ　ｱﾔｺ
浦邉　綾子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾊﾔｻｶ　ﾋﾛﾕｷ
早坂　泰行

＜令和７年４月＞

外国史概論

その他 講師

ﾅｶｶﾞｷﾞ　ｷﾖﾄ
中垣　清人

＜令和７年４月＞

国語科研究
国語科教育法

その他 准教授

ｶﾐﾔﾏｻｷ　ｴﾂﾖ
上山崎　悦代

＜令和６年９月＞

ヒューマンケアのための多職種連
携

その他 講師

ﾏｷﾉ　ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年９月＞

スポーツと文化
スポーツ実技

その他 講師

ｶﾜﾀ　ｷﾐﾖ
河田　君代

＜令和７年４月＞

保育学基礎演習

その他 講師

ｲﾄｳ　ｶﾅｺ
伊藤　加奈子

＜令和６年４月＞

思春期のセクシャリティ

その他 教授

ﾉｼﾞﾘ　ｷｴ
野尻　紀恵

＜令和６年９月＞

ヒューマンケアのための多職種連
携

その他 講師

ｲｼﾜﾀﾘ　ﾏｻﾕｷ
石渡　雅之

＜令和７年４月＞

外国語研究
外国語教育法

その他 講師

ｵｵﾐ　ｲｻｵ
大見　功

＜令和７年４月＞

中等社会科教育法A 
聴覚障害児指導法
聴覚障害児の心理・生理・病理

その他 講師

ﾔｽﾀｹ　ﾋﾛｶｽﾞ
安武　裕和

＜令和７年９月＞

政治学概論
政治学特講

その他 講師

ｳﾗﾍﾞ　ｱﾔｺ
浦邉　綾子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾊﾔｻｶ　ﾋﾛﾕｷ
早坂　泰行

＜令和７年４月＞

外国史概論

その他 講師

ﾅｶｶﾞｷﾞ　ｷﾖﾄ
中垣　清人

＜令和７年４月＞

国語科研究
国語科教育法

その他 教授

ﾉｼﾞﾘ　ｷｴ
野尻　紀恵

＜令和６年９月＞

ヒューマンケアのための多職種連
携

その他 准教授

ｶﾐﾔﾏｻｷ　ｴﾂﾖ
上山崎　悦代

＜令和６年９月＞

ヒューマンケアのための多職種連
携

その他 講師

ﾏｷﾉ　ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年９月＞

スポーツと文化
スポーツ実技

講師

オオネ　キヌヨ

大根　絹代

＜令和７年４月＞

ジェンダー論

その他 講師

ｲｼﾜﾀﾘ　ﾏｻﾕｷ
石渡　雅之

＜令和７年４月＞

外国語研究
外国語教育法

その他 講師

ｵｵﾐ　ｲｻｵ
大見　功

＜令和７年４月＞

中等社会科教育法A 
聴覚障害児指導法
聴覚障害児の心理・生理・病理

その他 講師

ｶﾜﾀ　ｷﾐﾖ
河田　君代

＜令和７年４月＞

保育学基礎演習

その他 講師

ﾊﾔｻｶ　ﾋﾛﾕｷ
早坂　泰行

＜令和７年４月＞

外国史概論

その他 講師

ﾔｽﾀｹ　ﾋﾛｶｽﾞ
安武　裕和

＜令和７年９月＞

政治学概論
政治学特講

その他
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ﾅｶﾞｻｷ　ﾀﾂｷ
長崎　龍樹

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論

その他 講師

ﾊﾏﾁﾖ　ｻﾕﾐ
濱千代　早由美

＜令和８年４月＞

宗教学概論

その他 講師

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋﾄ
竹内　啓仁

＜令和７年９月＞

経済学概論
経済学特講

その他 講師

ｻﾜﾀﾞ　ﾖｼｴ
澤田　好江

＜令和７年９月＞

生活科研究
生活科教育法
総合的な学習の時間の指導法

その他 講師

ｲﾉｳｴ　ﾋﾄﾐ
井上　ひとみ

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論

その他 講師

ｾｷｸﾞﾁ　ﾃﾂﾔ
関口　哲矢

＜令和８年９月＞

近現代史

その他 講師

ｱﾗｶﾞ　ﾋﾛｼ
荒賀　博志

＜令和９年４月＞

アダプテッド・スポーツ

その他 講師

ﾓﾘｻｷ　ﾋﾛｼ
森崎　博志

＜令和８年４月＞

動作法

その他 講師

ｼﾊﾞﾀ　ﾔｽﾏｻ
柴田　康正

＜令和８年４月＞

道徳教育の理論と方法

その他 講師

ｶﾄｳ　ｶｽﾞｺ
加藤　和子

＜令和８年４月＞

中等社会科教育法C

その他 講師

ﾅｶﾞｻｷ　ﾀﾂｷ
長崎　龍樹

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論
特別支援教育課程論

その他 講師

ｶｼﾜｷﾞ　ﾉﾌﾞｺ
樫木　暢子

＜令和７年９月＞

特別支援教育課程論
視覚・聴覚・病弱児論

その他 講師

ﾊﾏﾁﾖ　ｻﾕﾐ
濱千代　早由美

＜令和８年４月＞

宗教学概論

その他 講師

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋﾄ
竹内　啓仁

＜令和７年９月＞

経済学概論
経済学特講

その他 講師

ｻﾜﾀﾞ　ﾖｼｴ
澤田　好江

＜令和７年９月＞

生活科研究
生活科教育法
総合的な学習の時間の指導法

その他 講師

ｲﾉｳｴ　ﾋﾄﾐ
井上　ひとみ

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論
特別支援教育課程論

その他 講師

ｾｷｸﾞﾁ　ﾃﾂﾔ
関口　哲矢

＜令和８年９月＞

近現代史

その他 講師

ｱﾗｶﾞ　ﾋﾛｼ
荒賀　博志

＜令和９年４月＞

アダプテッド・スポーツ

その他 講師

ﾓﾘｻｷ　ﾋﾛｼ
森崎　博志

＜令和８年４月＞

動作法

その他 講師

ｼﾊﾞﾀ　ﾔｽﾏｻ
柴田　康正

＜令和８年４月＞

道徳教育の理論と方法

その他 講師

ｶﾄｳ　ｶｽﾞｺ
加藤　和子

＜令和８年４月＞

中等社会科教育法C

その他 講師

ｲﾉｳｴ　ﾋﾄﾐ
井上　ひとみ

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論
特別支援教育課程論

その他 講師

ﾅｶﾞｻｷ　ﾀﾂｷ
長崎　龍樹

＜令和７年９月＞

視覚・聴覚・病弱児論
特別支援教育課程論

その他 講師

ｶｼﾜｷﾞ　ﾉﾌﾞｺ
樫木　暢子

＜令和７年９月＞

特別支援教育課程論
視覚・聴覚・病弱児論

その他 講師

ﾀｹｳﾁ　ﾋﾛﾋﾄ
竹内　啓仁

＜令和７年９月＞

経済学概論
経済学特講

その他 講師

ｻﾜﾀﾞ　ﾖｼｴ
澤田　好江

＜令和７年９月＞

生活科研究
生活科教育法
総合的な学習の時間の指導法

その他 講師

ｶﾄｳ　ｶｽﾞｺ
加藤　和子

＜令和８年４月＞

中等社会科教育法C

その他 講師

ｾｷｸﾞﾁ　ﾃﾂﾔ
関口　哲矢

＜令和８年９月＞

近現代史

その他 講師

ｱﾗｶﾞ　ﾋﾛｼ
荒賀　博志

＜令和９年４月＞

アダプテッド・スポーツ

その他 講師

ﾊﾏﾁﾖ　ｻﾕﾐ
濱千代　早由美

＜令和８年４月＞

宗教学概論

その他 講師

ﾓﾘｻｷ　ﾋﾛｼ
森崎　博志

＜令和８年４月＞

動作法

その他 講師

ｼﾊﾞﾀ　ﾔｽﾏｻ
柴田　康正

＜令和８年４月＞

道徳教育の理論と方法
国際科研究
国際科教育法
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ﾀﾅｶ　ﾉﾘﾋﾄ
田中　教仁

＜令和９年４月＞

司法福祉論

その他 講師

ﾀﾆｸﾞﾁ ﾉﾘﾋﾄ
谷口 紀仁

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ｵｻﾞｷ ｴﾘｺ
尾崎 恵理子

＜令和７年４月＞

保育学基礎演習

その他 講師

ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾉﾌﾞ
塚本 恵信

＜令和６年９月＞

教育と発達の心理学

その他 講師

ｳﾉ　ｱｷﾋﾛ
宇野　朗宏

＜令和７年９月＞

文書作成力演習

その他 講師

ｶﾒﾔﾏ ﾋﾛﾐﾂ
亀山 洋光

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ｽｷﾞｳﾗ ﾕｳｺ
杉浦　祐子

＜令和６年９月＞

総合演習Ⅱ

その他 講師

ﾄﾐﾀ ﾐﾁｺ
冨田 道子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法

その他 講師

ﾜﾀﾋｷ ﾄﾓｺ
綿引 伴子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法

その他 講師

ｵｼﾞﾏ ｷｮｳｺ
尾島 恭子

＜令和７年９月＞

家庭科研究

その他 講師

ｶﾜﾑﾗ ｼﾞｭﾝｺ
川村 潤子

＜令和８年４月＞

経済学特講

その他 講師

ｷﾑ ｿﾝｵｸ
金 仙玉

＜令和７年９月＞

子ども家庭福祉論Ⅱ

その他 講師

ﾀﾅｶ　ﾉﾘﾋﾄ
田中　教仁

＜令和９年４月＞

司法福祉論

その他 講師

ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾉﾌﾞ
塚本 恵信

＜令和６年９月＞

教育と発達の心理学

その他 講師

ｵｼﾞﾏ ｷｮｳｺ
尾島 恭子

＜令和７年９月＞

家庭科研究

その他 講師

ｶﾜﾑﾗ ｼﾞｭﾝｺ
川村 潤子

＜令和８年４月＞

経済学特講

その他 講師

ｳﾉ　ｱｷﾋﾛ
宇野　朗宏

＜令和７年９月＞

文書作成力演習

その他 講師

ｵｻﾞｷ ｴﾘｺ
尾崎 恵理子

＜令和７年４月＞

保育学基礎演習

その他 講師

ｷﾑ ｿﾝｵｸ
金 仙玉

＜令和７年９月＞

子ども家庭福祉論Ⅱ

その他 講師

ﾄﾐﾀ ﾐﾁｺ
冨田 道子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法

その他 講師

ﾜﾀﾋｷ ﾄﾓｺ
綿引 伴子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法

その他 講師

ｶﾜﾑﾗ ｼﾞｭﾝｺ
川村 潤子

＜令和８年４月＞

経済学特講

その他 講師

ﾂｶﾓﾄ ﾖｼﾉﾌﾞ
塚本 恵信

＜令和６年９月＞

教育と発達の心理学

その他 講師

ﾀﾅｶ　ﾉﾘﾋﾄ
田中　教仁

＜令和９年４月＞

司法福祉論

その他 講師

ﾄﾐﾀ ﾐﾁｺ
冨田 道子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法
家庭科研究

その他 講師

ﾜﾀﾋｷ ﾄﾓｺ
綿引 伴子

＜令和８年４月＞

家庭科教育法
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ｱﾝﾄﾞｳ ｸﾆﾄｼ
安藤 邦寿

＜令和８年９月＞

聴覚障害児指導法

その他 講師

ﾏｷﾉ ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾊﾝ ﾓｳ
樊　孟

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｲﾅｶﾞｷ ｹﾝﾄ
稲垣　賢人

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾀｶﾑﾗ ｼｭｳｼ
髙村　秀史

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳﾍｲ
小林　洋平

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾄﾐﾉ ｼﾞｭﾝｺ
富野　順子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾄｳ ｶｲﾎｳ
湯　海鵬

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｳﾁﾀﾞ ﾄﾓｺ
内田　智子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｱﾏﾉ ﾄｵﾙ
天野　透

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｱﾝﾄﾞｳ ｸﾆﾄｼ
安藤 邦寿

＜令和８年９月＞

聴覚障害児指導法

その他 講師

ﾀｶﾑﾗ ｼｭｳｼ
髙村　秀史

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳﾍｲ
小林　洋平

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｲﾅｶﾞｷ ｹﾝﾄ
稲垣　賢人

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｳﾁﾀﾞ ﾄﾓｺ
内田　智子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾄﾐﾉ ｼﾞｭﾝｺ
富野　順子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾏｷﾉ ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾊﾝ ﾓｳ
樊　孟

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｱﾏﾉ ﾄｵﾙ
天野　透

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｲﾄｳ ｺｳﾀ
伊藤　康太

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾔｽﾀﾞ ﾏﾅ
安田　真奈

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾀｶﾑﾗ ｼｭｳｼ
髙村　秀史

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｳﾍｲ
小林　洋平

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾄﾐﾉ ｼﾞｭﾝｺ
富野　順子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｱﾝﾄﾞｳ ｸﾆﾄｼ
安藤 邦寿

＜令和８年９月＞

聴覚障害児指導法

その他 講師

ｳﾁﾀﾞ ﾄﾓｺ
内田　智子

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｱﾏﾉ ﾄｵﾙ
天野　透

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾏｷﾉ ﾐﾂﾙ
牧野　満

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｲﾅｶﾞｷ ｹﾝﾄ
稲垣　賢人

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ｲﾄｳ ｺｳﾀ
伊藤　康太

＜令和６年４月＞

スポーツ実技

その他 講師

ﾔｽﾀﾞ ﾏﾅ
安田　真奈

＜令和６年４月＞

スポーツ実技
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ｵﾔﾏ ｽｽﾑ
尾山　晋

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2

その他 講師

ﾅｶｼﾏ ｼﾝｺﾞ
中島　眞吾

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2

その他 講師

ｲﾉｳｴ ﾄｼﾛｳ
井上　敏郎

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ﾅｶｶﾞﾜ ｻﾄｼ
中川　聡

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ﾀｹﾀﾞ ﾘｮｳｺ
竹多　亮子

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2

その他 講師

ﾊｯﾄﾘ ｼｹﾞﾙ
服部　茂

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2

その他 講師

ﾔﾏﾀﾞ ﾅｵﾐ
山田　尚美

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2

その他 講師

ｸﾂ ｶｼﾝ
屈　佳伸

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ｵﾔﾏ ｽｽﾑ
尾山　晋

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ﾅｶｼﾏ ｼﾝｺﾞ
中島　眞吾

＜令和６年４月＞
 
フレッシュマンイングリッシュⅠ

-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ﾀｹﾀﾞ ﾘｮｳｺ
竹多　亮子

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ﾅｶｶﾞﾜ ｻﾄｼ
中川　聡

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅡ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅡ
-2

その他 講師

ｸﾂ ｶｼﾝ
屈　佳伸

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅡ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅡ
-2

その他 講師

ﾊｯﾄﾘ ｼｹﾞﾙ
服部　茂

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ｵｾﾞｷ ｼｭｳｼﾞ
尾関　修治

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ﾅｶｼﾏ ｼﾝｺﾞ
中島　眞吾

＜令和６年４月＞
 
フレッシュマンイングリッシュⅠ

-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ﾀｹﾀﾞ ﾘｮｳｺ
竹多　亮子

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ﾊｯﾄﾘ ｼｹﾞﾙ
服部　茂

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ｵﾔﾏ ｽｽﾑ
尾山　晋

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅠ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2

その他 講師

ｵｾﾞｷ ｼｭｳｼﾞ
尾関　修治

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ﾅｶｶﾞﾜ ｻﾄｼ
中川　聡

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅡ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅡ
-2
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ﾊﾟｵ ｼﾞｲﾎﾝ
包　継紅

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾅｶﾂｶ ﾘｮｳ
中塚　亮

＜令和６年４月＞
博士（文学）

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｶﾐﾔ ﾀﾛｳ
神谷　太郎

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾏﾂｵ ﾕｶﾘ
松尾　由佳理

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ｷﾉｼﾀ ｷｮｳｺ
木下　恭子

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅰ-2 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-1 
フレッシュマンイングリッシュ
Ⅱ-2

その他 講師

ﾅｶﾞｻﾜ ﾕﾐ
永澤　由美

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｶﾄｳ ｼｪﾗｰ ﾏﾕﾐ
加藤 シェラー 真弓

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｶ
櫻井　里香

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾏﾂｵ ﾕｶﾘ
松尾　由佳理

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅡ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅡ
-2

その他 講師

ﾐｴﾉ  ｾｲｱｲ
三重野　聖愛

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｻﾄｳ　ﾅﾀﾘｱ
佐藤　ナタリア

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾊﾟｵ ｼﾞｲﾎﾝ
包　継紅

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾅｶﾂｶ ﾘｮｳ
中塚　亮

＜令和６年４月＞
博士（文学）

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｶﾄｳ ｼｪﾗｰ ﾏﾕﾐ
加藤 シェラー 真弓

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｶ
櫻井　里香

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

講師

その他 講師

ﾏﾂｵ ﾕｶﾘ
松尾　由佳理

＜令和６年４月＞

フレッシュマンイングリッシュⅡ
-1 
フレッシュマンイングリッシュⅡ
-2

その他 講師

ｶﾄｳ ｼｪﾗｰ ﾏﾕﾐ
加藤 シェラー 真弓

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｻｸﾗｲ ﾘｶ
櫻井　里香

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他

ｻﾄｳ　ﾅﾀﾘｱ
佐藤　ナタリア

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾊﾟｵ ｼﾞｲﾎﾝ
包　継紅

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ﾅｶﾂｶ ﾘｮｳ
中塚　亮

＜令和６年４月＞
博士（文学）

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

31



教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

その他 講師

ナミキ　タカヒロ

並木　崇浩

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ハシイ　ダイスケ

橋井　大輔

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾐﾂﾀﾞ ﾕｳﾍｲ
光田　雄平

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｲｼｶﾜ ｷﾐｺ
石川　公子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅰ-1 
日本語と文化Ⅰ-2 
日本語と文化Ⅲ-1 
日本とと文化Ⅲ-2

その他 講師

ﾌｸｼﾏ　ｴﾘｺ
福嶋　恵理子

＜令和６年４月＞

情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

その他 講師

ｶﾒﾀﾆ ｶｽﾞﾌﾐ
亀谷　和史

＜令和６年４月＞

保育実践入門

その他 講師

ｳﾗﾍﾞ ｱﾔｺ
浦邉　綾子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾐｽﾞﾉ ｱｲｺ
水野　愛子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅱ-1 
日本語と文化Ⅱ-2 
日本語と文化Ⅳ-1 
日本語と文化Ⅳ-2

その他 講師

ｶﾔ ﾃﾂｵ
賀屋 哲男

＜令和９年９月＞

学童保育論

その他 講師

ﾀﾃｼﾏ ﾐﾎ
立嶋 美穂

＜令和９年９月＞

学童保育論

その他 講師

ｲｼｶﾜ ｷﾐｺ
石川　公子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅰ-1 
日本語と文化Ⅰ-2 
日本語と文化Ⅲ-1 
日本とと文化Ⅲ-2

その他 講師

ﾐｽﾞﾉ ｱｲｺ
水野　愛子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅱ-1 
日本語と文化Ⅱ-2 
日本語と文化Ⅳ-1 
日本語と文化Ⅳ-2

その他 講師

ｶﾔ ﾃﾂｵ
賀屋 哲男

＜令和９年９月＞

学童保育論

その他 教授

ﾐﾂﾀﾞ ﾕｳﾍｲ
光田　雄平

＜令和６年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

ｳﾗﾍﾞ ｱﾔｺ
浦邉　綾子

＜令和７年４月＞

心理学基礎演習

その他 講師

ﾏｷ　ｼﾝｷﾁ
牧　真吉

＜令和７年９月＞

知的障害児の生理と病理

その他 講師

ﾀﾃｼﾏ ﾐﾎ
立嶋 美穂

＜令和９年９月＞

学童保育論

その他 講師

ﾌｸｼﾏ　ｴﾘｺ
福嶋　恵理子

＜令和６年４月＞

情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

その他 講師

ｶﾒﾀﾆ ｶｽﾞﾌﾐ
亀谷　和史

＜令和６年４月＞

保育実践入門
総合演習Ⅰ

ｶﾔ ﾃﾂｵ
賀屋 哲男

＜令和９年９月＞

その他 講師

ｲｼｶﾜ ｷﾐｺ
石川　公子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅰ-1 
日本語と文化Ⅰ-2 
日本語と文化Ⅲ-1 
日本とと文化Ⅲ-2

講師

知的障害児の生理と病理

その他 講師

ﾀﾃｼﾏ ﾐﾎ
立嶋 美穂

＜令和９年９月＞

学童保育論

その他 講師

ﾌｸｼﾏ　ｴﾘｺ
福嶋　恵理子

＜令和６年４月＞

情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

その他 講師

ｶﾒﾀﾆ ｶｽﾞﾌﾐ
亀谷　和史

＜令和６年４月＞

保育実践入門
総合演習Ⅰ
心理学基礎演習

その他 講師

ﾐｽﾞﾉ ｱｲｺ
水野　愛子

＜令和６年４月＞

日本語と文化Ⅱ-1 
日本語と文化Ⅱ-2 
日本語と文化Ⅳ-1 
日本語と文化Ⅳ-2

その他 講師

ﾏｷ　ｼﾝｷﾁ
牧　真吉

＜令和７年９月＞

学童保育論

その他
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教員
区分

教員
区分

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

職名

担当授業科目名

教員
区分

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）（その２の２）（その２の３）に準じて作成してください。

　　　　　なお、設置認可時又は届出時、改正前大学設置基準等（令和４年10月１日施行前）に基づき、対象学部等を設置している場合、

　　　　改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以前については、改正前様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（基幹教員（大学院の研究科又は研究科の専攻の場合は「専任教員」）以外の教員（助手を除く）
　　　　（改正後大学設置基準等の適用以前は兼任、兼担教員）を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　記載は、設置認可時又は届出時における「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」に記載されている「教員区分」

　　　　（改正後大学設置基準等の適用以前は「専任等区分」）の順に記入してください。

      ・  改正後大学設置基準等（令和４年10月１日施行）の適用以降については、主要授業科目にあたる「担当授業科目名」に下線を引いてください。

      （大学院、高等専門学校は除く）

　　　・　教員がサバティカル等で不在の期間がある場合、その期間（年月日）を上段「学位」の下へ記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）

　　　　の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

その他 講師

ハマサキ　チホコ

濱崎　千穂子
 

＜令和７年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ

その他 講師

テツイ　フミヒト

鉄井　史人

＜令和７年４月＞

発達障害児指導法

その他 講師

ソウ　フクミ

宋　福美

　＜令和７年４月＞

言語と文化Ⅰ
言語と文化Ⅱ
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

(注)・  変更内容を箇条書きで記⼊してください。変更がない年度は「特になし。」と記⼊してください。

　　　　　なお、改正前⼤学設置基準等に基づいて認可を受けて設置された学部等が、改正後⼤学設置基準等への適⽤のため、⼤学が基幹教員の要件を満たすと判断した
　　　　「専任教員」を「基幹教員」とする場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要はない扱いとしています。（改正後⼤学設置基準等の適⽤にあたり、
　　　　「基幹教員」の担当授業科⽬を追加する場合、「基幹教員」の担当授業科⽬の内容を変更するなど、ＡＣ教員審査の受審を求めていた事由が発⽣する場合は、ＡＣ教員審査を受審する必要があります。）

　　　・　不要な年度（令和６年度開設であれば令和５年度以前）の表は適宜削除してください。

【令和６年度】

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記⼊してください。

【令和７年度】

　　　　原則としてＡＣ教員審査を受けずに基幹（専任）教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の基幹（専任）教員を変更する場合は、当該基幹（専任）教員が授業を開始する前に必ず「基幹（専任）教員採⽤等設置計画変更書」を提出し、
　　　　⼤学設置・学校法⼈審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○⽉教員審査済」と記⼊してください。

・板垣教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を追加。
・小坂教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「人間発達学A」を追加。
・中嶋教授（基（主専））について、教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い「肢体不自由児の心理」及び「視覚・聴覚・病弱児論」を追加し、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」を削除。
・藤井教授（基（主専））について、山本教授の就任辞退に伴い「教育実践入門」を追加し、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」を削除。
・丸山教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「人間発達学A」及び「スポーツ実技」を削除。
・松下教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「人間発達学B」を追加。
・三宅教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を追加。
・山本教授（基（主専））について、就任辞退に伴い担当科目を削除。
・高木教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」を追加。
・伊藤准教授（基（主専））について、職位昇格に伴い職名を教授に変更。
・齋藤准教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」を追加。
・松本准教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「人間発達学B」を削除。
・篠原講師（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」及び「人間発達学B」を追加。
・遠藤教授（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」及び「総合演習Ⅱ」を削除し、新たに松元講師（その他）を「総合演習Ⅰ」の担当者として追加。
・山田教授（その他）について、担当者変更に伴い「福祉社会入門」を削除し、新たに小林講師（その他）を担当者として追加。
・橋本教授（その他）について、担当者変更に伴い「教育制度論」を削除し、新たに坂野（その他）を担当者として追加。
・工藤准教授（その他）について、担当者変更に伴い「教育と発達の心理学」を削除。
・瀬地山准教授（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、藤田准教授（その他）に「肢体不自由児の生理の病理」を追加。
・矢崎講師（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・藤井講師（その他）について、就任辞退に伴い担当科目を削除し、「ヒューマンケアのための多職種連携」の担当者として野尻教授（その他）及び上山崎准教授（その他）を追加。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、井上講師（その他）及び長崎講師（その他）に「特別支援教育課程論」を追加。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、樫木講師（その他）に「特別支援教育課程論」及び「視覚・聴覚・病弱児論」を追加。
・亀山講師（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・杉浦講師（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・谷口講師（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・湯講師（その他）について、担当者変更に伴い「スポーツ実技」を削除。
・伊藤講師（その他）について、担当者変更に伴い「スポーツ実技」を追加。
・安田講師（その他）について、担当者変更に伴い「スポーツ実技」を追加。
・山田講師（その他）について、入学定員未充足に伴うクラス減に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」及び「フレッシュマンイングリッシュⅠ-2」を削除。
・井上講師（その他）について、担当者変更に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」及び「フレッシュマンイングリッシュⅠ-2」を削除。
・尾関講師（その他）について、担当者変更に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」及び「フレッシュマンイングリッシュⅠ-2」を追加。
・木下講師（その他）について、入学定員未充足に伴うクラス減に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」、「フレッシュマンイングリッシュⅠ-2」、「フレッシュマンイングリッシュⅡ-1」、
　「フレッシュマンイングリッシュⅡ-2」を削除。
・神谷講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」及び「言語と文化Ⅱ」を削除。
・三重野講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」及び「言語と文化Ⅱ」を追加。
・永澤講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」及び「言語と文化Ⅱ」を削除。
・佐藤講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」及び「言語と文化Ⅱ」を追加。
・亀谷講師（その他）について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅰ」を追加。
・教職課程認定申請の審査意見への対応に伴い、牧講師（その他）に「知的障害児の生理と病理」を追加。

・板垣教授（基（主専））について、担当者変更に伴い削除。
・鈴木教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「教育実践入門」「生徒・進路指導論」を追加。
・藤井教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「教育実践入門」、「教育原理」を削除。
・丸山教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「教育学基礎演習」を削除。
・松下教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「自然科学の世界」を追加、「人間発達学B」を削除。
・三宅教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「総合演習Ⅱ」を削除。
・赤石教授（基（主専））について、学外研究に伴い「社会科学の世界」、「人文科学の世界」、「ジェンダー論」、「市民社会の諸問題」、「哲学概論」を削除。
・齊藤准教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「社会科教育法」を追加。
・松本准教授（基（主専））について、担当者変更に伴い「学校教育演習」を追加、「自然科学の世界」を削除。
・篠原講師（基（主専））について、担当者変更に伴い「人文科学の世界」を追加、「人間発達学B」、「総合演習Ⅱ」を削除。
・竹脇講師（基（主専））について、新規採用に伴い「障害学入門」、「総合演習Ⅰ」、「総合演習Ⅱ」、「教育学基礎演習」、「学校教育演習」、「肢体不自由児教育論」、「肢体不自由児指導法」、
 「重度重複障害児教育論」、「重度重複障害児指導法」を追加。
・坂野助教について講師(その他)から助教（基（主専））に変更し、「総合演習Ⅰ」、「人間発達学B」、「市民社会の諸問題」、「総合演習Ⅱ」、「教育学基礎演習」、「教育原理」、「学校教育演習」を追加。
・中村信次教授について担当者変更に伴い「心理学概論」を削除。
・松元講師（その他）について、担当者変更に伴い「心理学概論」、「保育学」、「基礎演習」を追加。
・片山教授（その他）について担当者変更に伴い「哲学概論」を追加。
・小林助教（その他）について、担当者変更に伴い「福祉の力」、「文書作成力演習」を追加。
・鈴木准教授(その他）について、担当者変更に伴い「ビジネススキル」を削除。
・曽我部准教授(その他)について、担当者変更に伴い「ビジネススキル」を追加。
・瀬地山准教授(その他)について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を削除。
・福元准教授(その他）について担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を追加。
・堀准教授（その他）について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を削除。
・藤田講師（その他）について准教授(その他)から講師(その他)に変更。
・石田講師（その他）について、担当者変更に伴い「文書作成力演習」を削除。
・大根講師（その他）について、担当者変更に伴い「ジェンダー論」を追加。
・浦邉講師（その他)について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を削除。
・中垣講師（その他))について、担当者変更に伴い「国語科研究」、「国語科教育法」を削除。
・柴田講師（その他）について、担当者変更に伴い「国際科研究」、「国際科教育法」を追加。
・宇野講師（その他)について、担当者変更に伴い「文書作成力演習」を削除。
・尾崎講師（その他)について、担当者変更に伴い「保育学基礎演習」を削除。
・尾島講師（その他)について、担当者変更に伴い「家庭科研究」を削除。
・金講師（その他)について、担当者変更に伴い「子ども家庭福祉論Ⅱ」を削除。
・冨田講師（その他）について、担当者変更に伴い「家庭科研究」を追加。
・樊講師（その他)について、担当者変更に伴い「スポーツ実技」を削除。
・竹多講師（その他）について、担当者変更に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅡ-1」、フレッシュマンイングリッシュⅡ-2」を追加。
・尾関講師（その他）について、担当者変更に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅡ-1」、フレッシュマンイングリッシュⅡ-2」を追加。「フレッシュマンイングリッシュⅠ-1」、フレッシュマンイングリッシュⅠ
-2」を削除。
・屈講師（その他）について、担当者変更に伴い「フレッシュマンイングリッシュⅡ-1」、フレッシュマンイングリッシュⅡ-2」を削除。
・三重野講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」、「言語と文化Ⅱ」を削除。
・光田講師（その他））について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」、「言語と文化Ⅱ」を削除。
・亀谷講師（その他）について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を追加。
・浦邉講師（その他）について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を追加。
・並木講師（その他）について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を追加。
・橋井講師（その他）について、担当者変更に伴い「心理学基礎演習」を追加。
・鉄井講師（その他）について、担当者変更に伴い「発達障害児指導法」を追加。
・宋講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」、「言語と文化Ⅱ」を追加。
・濱崎講師（その他）について、担当者変更に伴い「言語と文化Ⅰ」、「言語と文化Ⅱ」を追加。
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(注)・　⼤学設置基準別表第⼀、短期⼤学設置基準別表第⼀イ、⾼等専⾨学校設置基準第六条第九項により算出される基幹教員数を記⼊してください。
　　  ・　⾼等専⾨学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、
　　　　⾼等専⾨学校設置基準第⼋条により算出される必要教授・准教授数を記⼊してください。

(注)・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の⼈数を記⼊するとともに、（　）内に開設時の状況を記⼊してください。
　　　　　⾼等専⾨学校の場合、「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）」欄は、
　　　　「うち専ら当該⾼等専⾨学校の教育に従事する者（「基⼀」及び「基専」の計」）」として記⼊してください。
　　　　　なお、設置認可時⼜は届出時、改正前⼤学設置基準（令和４年10⽉１⽇施⾏前）に基づき、対象学部等を設置している場合、
　　　　「設置時の計画」欄は「設置時の計画（改正前⼤学設置基準等）」とした上で、「専任教員」及び「助⼿」の⼈数を記⼊してください。
　　　　また、「計（Ａ）」の「うち専ら当該学部等の教育研究に従事する者（「基（主専）」及び「基（専）」の計）（Ａ”）」欄には「－」を記⼊してください。
　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５⽉１⽇の教員数（実⼈数）を記⼊してください。
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記⼊した数字に、
　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、
　　　　「現在（報告時）の状況」に記⼊した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記⼊するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記⼊してください。（記⼊例︓１名減の場合︓△１）
　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の⼈数を記⼊するとともに、
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記⼊してください。（記⼊例︓１名減の場合︓△１）

(注)・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、
　　　　及び、報告年度の５⽉１⽇現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採⽤されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採⽤する教員数を記⼊してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に⼆段書きで記⼊し、
　　　　「定年を延⻑している教員数」には合算した数を記⼊してください。

18

［0］

現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ｂ'）

現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ｄ'）

18

計
（Ｂ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｂ”）

計
（Ｄ）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｄ”）

［0］ ［+1］ ［0］

18

(14)

助手
（Ｃ'）

教　授 准教授 講　師 助　教

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ａ”）

うち専ら当該学部等の
教育研究に従事する者
（「基(主専)」及び
「基(専)」の計）

（Ｃ”）

(11)

計
（Ｃ）

13 4

計
（Ａ）

教　授 准教授 講　師 助　教
助手

（Ａ'）

　（２）－②　基幹教員等数【大学・高専】

(0)

0

(0)

0 0

0

(0) (14)

1 18

(0)

［0］ ［△1］

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況

13 3 1 1 18

［0］ ［△1］

13 3 1 0 17 17

［△1］

（２） 基幹教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要基幹教員数

完成年度時における
設置基準上の必要基

幹教員数（α）

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

名 名

　　　　

(注)・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、⼤学設置基準第四⼗⼀条第⼆項（短期⼤学設置基準第三条の⼆）に基づく

　　　　　連係協⼒学部等（連係協⼒学科）ごとに別ファイルで作成してください。

うち、完成年度時における設
置基準上の専ら当該学部等の
教員研究に従事する必要基幹
教員数（（α）の４分の３以

上）

5

名

6 3

　　　　　「連係協⼒学部等（連係協⼒学科）」の基幹教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要基幹教員数」及び「（２）-② 基幹教員等数【⼤学】」を

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

1 0 18
12 3

［0］ ［△1］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

(3) (0)

報告時（上記
（Ｂ））の教員のう
ち、定年を延長して
採用している教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

65 1 3
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【基幹教員全体】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

【基幹教員のうち、専ら当該学部等の教育研究に従事する者】

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ”）
設置時の計画（Ａ”）

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
1

= ％
18

5.55

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
17
18

= 94.44 ％

=
17

= 94.44 ％
18
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　　（学年進⾏中に基幹教員の要件を満たさなくなったことにより、基幹教員でなくなった教員についても記⼊してください。）

１ 教授 高木　尚 R7.４ R7.4　届出時の附帯事項に対応するため(7)

１ 教授 山本　敏郎 R6.4

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

R6.4 体調不良のため就任辞退（６）
学童保育論

①

①

②選択

選択

選択

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

総合演習Ⅰ

学校教育演習

教職実践演習（小中）

辞任等の理由

科目

0

　（３）－②　基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②基幹（専任）教員辞任の理由及び後任補充状況」に記⼊してください。

選択

必修

選択

自由自由

0 自由 0

必修

選択

肢体不自由児指導法

選択

自由

科目

①

0

6 1

0必修 0 科目

選択

必修 0

障害学入門 ①

6

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可⼜は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに就任を辞退した場合、⾚字にて記⼊するとともに、

0

5 1

必修・選択・自由の別番　号

科目

後任補充状況担当予定科目

自由自由

計 計計

　　　・　また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、

①の合計数（a）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、⾚字にて記⼊するとともに、

　（３）－①　基幹（専任）教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

①

①

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

生徒・進路指導論

0

選択 重度重複障害児指導法 ①

人

職　位 基幹（専任）教員氏名

教育実践入門

特別活動方法論

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

肢体不自由児教育論 ①

6 選択

計

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　「辞任等の理由」に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。

(注)・　⼀度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての基幹（専任）教員について、記⼊してください。

6 科目

0 科目

6 科目 計

1 人

計

（３） 基幹（専任）教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。
・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

5

重度重複障害児教育論

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

基幹（専任）教員氏名

②の合計数（b）

1
選択

必修 0 必修

科目

(注)・　認可時⼜は届出時以降、就任を辞退した全ての基幹（専任）教員の就任辞退の理由を具体的に記⼊してください。

選択

選択

選択 ①

必修・選択・自由の別

選択

①

選択

選択

①

②の合計数（b） ③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、

辞任した教員数

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

必修 0

選択

0

0 選択 0

自由

計 00

0自由

6
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）

（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　⼩数点以下第３位を切り捨て、⼩数点以下第２位まで表⽰されます。

　（３）－⑤　令和６年度報告書から、新たに辞任等した基幹（専任）教員等の状況

(注)・（３）－①、（３）－②で⾚字で記載した基幹（専任）教員数の合計数を記載してください。
　　　・令和７年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 基幹（専任）教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の⽅針などを可能な限り具体的に記⼊してください。

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

計

1

(注)・　上記（３）の基幹（専任）教員辞任等による学⽣の履修等への影響に関する⼤学の所⾒、学⽣への周知⽅法、

辞任等した教員数

0

11 選択

必修

0

自由 0

計 12 科目 計

山本教授の就任辞退に伴う対応として、「教育実践入門（１年次配当）」の担当者を藤井教授（基幹教員（専任））に変更し、科目担当者
変更は授業科目概要（シラバス）や時間割を通して学生へ周知を図っている。令和７年度開講予定（２年次配当）科目は、基幹教員の新規
採用による対応を検討している。（６）
令和６年度就任辞退の山本教授の後任として、竹脇講師を採用し、高木教授の就任辞退に伴う対応として、坂野助教を採用した。昨年度に
引き続き、科目担当者変更は授業科目概要（シラバス）や時間割を通して学生へ周知を図っている。(７)

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

1 人

0

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0 科目 必修 0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

2 人

0

0

選択 12

　（３）－⑥　定年により退職した基幹（専任）教員に対する後任補充状況

= = 11.11 ％
2

18

自由 0 科目 自由 0 自由

選択

必修

科目 選択

11 計 1

番　号 職　位 基幹（専任）教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当無し

自由 0

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 0 科目 必修

合計

・基幹（専任）教員が担当する（している）場合は「①」
・基幹（専任）教員以外の教員（兼任兼担教員）が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科⽬廃⽌など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

(注)・　定年により退職した全ての基幹（専任）教員について、記⼊してください。
　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに基幹（専任）教員が新たに辞任等した場合、⾚字にて記⼊するとともに、「辞任等の理由」
　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記⼊してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

　　　・　また、担当予定であった科⽬の後任補充の状況について、各科⽬ごとに状況を以下「①」〜「③」から選択し、
　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（令和５年）

届　出　時

（令和５年）

過去４年間の収容定員充足率は以下の通り
である。
令和４年度：1.47（5,895/4,000）
令和５年度：1.22（4,896/4,000）
令和６年度：1.19（4,761/4,000）
令和７年度：1.34（5,351/4,000）　※収容
定員充足率（在籍者数/収容定員）
令和４年度以降、収容定員超過は改善状況
が続いていたが、令和７年度収容定員充足
率は1.34となったため、令和９年度以降の
定員変更（定員増）も視野に入れた検討を
進める計画である。（７）

収容定員の適正化に向けた収容定員設定の
あり方について検討を行う。（７）

届　出　時

（令和５年）

収容定員未充足の改善に向けた対応とし
て、教育課程の特長を明確にするため、令
和７年度より学科名称を「こども学科」に
変更した。また、同年度入学者選抜より、
全学部を対象とした学費減免制度（一般入
学試験【前期日程】Ａ方式（３教科型）の
合格者の内、成績上位者25％が対象）を導
入するとともに、学校推薦型選抜（一般推
薦入学試験）に適性検査型を導入した。令
和８年度入学者選抜に向けて、高校訪問や
オープンキャンパス等において周知を図っ
ている。（７）

学科名称変更後も収容定員未充足状況が改
善されないため、令和９年度以降の定員変
更（定員減）に向けた検討に着手した。
（７）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）
【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

教育内容の充実等を通じ、収容定員
未充足の改善に努めること。
(教育・心理学部学校教育学科)

収容定員未充足の改善に向けた対応とし
て、令和７年度入学者選抜より、全学部を
対象とした学費減免制度（一般入学試験
【前期日程】Ａ方式（３教科型）の合格者
の内、成績上位者25％が対象）を導入する
とともに、学校推薦型選抜（一般推薦入学
試験）に適性検査型を導入した。令和８年
度入学者選抜に向けて、高校訪問やオープ
ンキャンパス等において周知を図ってい
る。（７）

教育内容の充実を図るため、令和９年度以
降の教職課程の拡充（免許種の追加）に向
けた検討に着手した。（７）

当該学科の収容定員未充足の是正に向け
て、インクルーシブ保育・幼児教育の実現
を目指す保育者の育成を目標に掲げる特徴
を明示するため、令和７年度に学科名称を
「こども学科」へ変更することを計画して
いる。（６）

【届出】
遵守事項

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

教育・心理学部においては、直近5年間にお
いて在籍学生数が157人減少している。その
要因として、東海４県の受験生の減少に加
え、保育系分野の志願者数が全国的に減少
傾向にあることと分析している。上記の分
析を踏まえ、教育・心理学部子ども発達学
科における２専修（保育・幼児教育専修/学
校教育専修）を、子ども発達学科と学校教
育学科へと再編し、教育課程の特徴の明確
化に取り組んだ。（６）

履行中

教育内容の充実等を通じ、収容定員
未充足の改善に努めること。
(健康科学部福祉工学科)

令和７年度開設の工学部工学科への改組再
編に伴い、同年度より学生募集を停止し
た。（７）

令和７年度開設の工学部工学科において
も、教育内容の充実等を通じた学生募集強
化に引き続き取り組む。（７）

教育・心理学部子ども発達学科の収
容定員未充足の是正に努めること。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

完成年度前に、定年規程に定める退
職年齢を超える専任教員数の割合が
高いことから、定年規程の趣旨を踏
まえた適切な運用に努めるととも
に、教員組織編制の将来構想を策定
し、着実に実行すること

福祉経営学部医療・福祉マネジメン
ト学科（通信教育）の収容定員超過
の是正に努めること。

【届出】
遵守事項

履行中

履　行　状　況

本学では、「日本福祉大学特別任用教授規
程」、「日本福祉大学招聘教員規程」、
「日本福祉大学特命教員規程」において、
必要な条件を満たし、必要とされる手続き
を経た場合に限り、雇用期間を満70才に達
した年度末までとできることとしている。
教育研究活動を積極的に展開する上で、適
正な教員編成（年齢構成と各専門領域の職
位別の教員配置）とするため、「教員組織
の編成の考え方及び特色（設置の趣旨等を
記載した書類）」のとおり計画し、取組み
を進めている。あわせて、助教から准教
授、准教授から教授への昇任等を適切に行
うことにより、基幹教員の構成について一
層の適正化を図るための取組みを進めてい
る。（６）（７）

過去４年間の収容定員充足率は以下の通り
である。
令和３年度：1.70（6,806/4,000）
令和４年度：1.47（5,895/4,000）
令和５年度：1.22（4,896/4,000）
令和６年度：1.19（4,761/4,000）
※収容定員充足率（在籍者数/収容定員）
令和６年度には1.19倍にまで収容定員充足
率を抑制した。これは教育の質的向上のた
め実習科目の履修定員を厳格化し、社会福
祉士実習履修者・入学前選抜試験を令和５
年度入試より導入したことによる効果であ
る。（６）

教員組織の編制においては、大学、学部、
学科の将来計画を鑑み、大学および学部が
定める「求める人材像および教員組織の編
制方針」に則って、教育職員免許状付与課
程の維持に必要な人員配置に留意するとと
もに退職者の補充については、専門分野、
職位、年齢、性別構成等のバランスを勘案
しながら、教員組織の継続性及び一貫性を
保つよう努める。（６）（７）

今後も、収容定員の適正化に向けた管理の
あり方について、検討を引き続き行う。
（６）

【届出】
遵守事項

履行中
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区　　　分
今後の

の実施計画
附　帯　事　項　等 履　行　状　況

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和６年度）

　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がある場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）」と記載した上で、変更後の「履⾏状況」及び
　　　　　「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。
　　　　【令和６年度報告書から記載内容に変更がない場合】
　　　　　令和６年度報告書の記載内容を転記し⽂末に「（６）（７）」と記載してください。
　　　　【令和７年度から新たに調査対象となった学科等⼜は令和６年度設置計画履⾏状況調査で付された指摘の場合】
　　　　　「履⾏状況」及び「今後の実施計画」を記載し⽂末に「（７）」と記載してください。

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

日本福祉大学の既設学科等（国際学
部国際学科)の収容定員未充足の改
善に努めること。

収容定員未充足の改善に向けた対応とし
て、多様な学生（留学生）の受入れ促進を
図るために日本国内外の学校との連携強化
を推進し、令和７年度収容定員充足率が
0.78倍（前年度比0.11ポイント改善）と
なった。また、同年度入学者選抜より、全
学部を対象とした学費減免制度（一般入学
試験【前期日程】Ａ方式（３教科型）の合
格者の内、成績上位者25％が対象）を導入
するとともに、学校推薦型選抜（一般推薦
入学試験）に適性検査型を導入した。令和
８年度入学者選抜に向けて、高校訪問や
オープンキャンパス等において周知を図っ
ている。（７）

多様な学生（留学生）の受入れ促進の更な
る強化等を通じて、引き続き、収容定員未
充足の改善に取り組む。（７）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

日本福祉大学の既設学科等(教育・
心理学部子ども発達学科)の収容定
員未充足の改善に努めること。

収容定員未充足の改善に向けた対応とし
て、教育課程の特長を明確にするため、令
和７年度より学科名称を「こども学科」に
変更した。また、同年度入学者選抜より、
全学部を対象とした学費減免制度（一般入
学試験【前期日程】Ａ方式（３教科型）の
合格者の内、成績上位者25％が対象）を導
入するとともに、学校推薦型選抜（一般推
薦入学試験）に適性検査型を導入した。令
和８年度入学者選抜に向けて、高校訪問や
オープンキャンパス等において周知を図っ
ている。（７）

学科名称変更後も収容定員未充足状況が改
善されないため、令和９年度以降の定員変
更（定員減）に向けた検討に着手した。
（７）

　　　・　「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記⼊してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記⼊してください。

　　　　その履⾏状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履⾏状況」では、履⾏中であれば「履⾏中」、履⾏が完了していれば「履⾏済」を選択してください。

　　　・　「設置計画履⾏状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該⼤学に付された指摘を
　　　　全て記⼊するとともに、付された指摘に対する履⾏状況等について、具体的かつ明確に記⼊してください。

(注)・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法⼈の寄附⾏為⼜は
　　　　寄附⾏為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履⾏状況等について、
　　　　具体的に記⼊してください。
　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履⾏状況等の記載に当たっては、以下のとおり記載してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当無し

　　・第１回：3学科体制に向けた新カリキュラムの整備と3学科の連携についての検討 (参加者：１４人/１７人 ８２％)

　　・第２回：2023年度後期・通年および2024年度前期授業評価アンケートの検討 (参加者：１４人/１７人 ８２％)

　　・第３回：合理的配慮の方法や諸課題の検討と実践 (参加者：１４人/１７人 ８２％)

　　・第４回：3学科ごとの各学科構想の進捗と課題part１ (参加者：１３人/１７人 ７６％)

　　・第５回：3学科ごとの各学科構想の進捗と課題part２ (参加者：１３人/１７人 ７６％)

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当無し

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

(注)・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載⼜は添付すること。
　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記⼊例参照）

　　・科目担当者(教員)に対しては、学内システムを利用してアンケート結果に対するコメント入力を依頼する。

　　・科目担当者以外の教員と履修者(学生)に対しては、学内システムにてアンケート結果を公開する。

　　・令和８年度に実施結果を踏まえた授業改善への取組状況についての評価を行う予定である。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・令和７年度前期末及び後期末(年度末)に学生に対する授業評価アンケートの実施を計画している。

　ｂ　実施方法

　　・教育・心理学部ＦＤ委員会が中心となって、学部としてのＦＤ活動について、企画・運営している。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

①　実施体制

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・実習教育(教育、保育及び心理等)をテーマとする研修会の開催

　ａ　実施内容

　　・授業評価アンケートの実施(評価分析、結果公開、改善策の検討など)

　　・学部改革、障害学生に対する合理的配慮の提供などをテーマとする研修会の開催

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　・教育・心理学部ＦＤ委員会については、令和６年度において、概ね月１回(８月及び２月を除く)開催予定である。
　　　(令和６年度 ４回開催)

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・教育・心理学部ＦＤ委員会では、令和６年度において、学生による授業評価アンケートの結果の分析と教育実践への活用に加え、
　　　実習教育、学部改革、障害学生に対する合理的配慮の提供などの時宜にかなったテーマでの研修会の企画などについて審議している。

②　実施状況

　ａ　委員会の設置状況

７　その他全般的事項

＜教育・心理学部　学校教育学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　　・教育・心理学部ＦＤ委員会　　　　　※規程（「日本福祉大学全学教育センター規程」）

（注）・　１〜６の項⽬に記⼊した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）
　　　　及び法令適合性に関して⽣じた留意すべき事項について記⼊してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

(注)・　設置時の計画の変更（⼜は未実施）の有無に関わらず記⼊してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・⽬的の達成状況に関する総括評価・所⾒」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記⼊してください。
　　　　なお、「②　⾃⼰点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記⼊してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和７年度）

　　・令和６年度に公益財団法人大学基準協会による機関別認証評価（第３期）を受審済

　　・令和13年度に公益財団法人大学基準協会による機関別認証評価（第４期）を受審予定

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和７年６月３０日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・本学ウェブサイトに掲載。（https://www.n-fukushi.ac.jp/about/outline/self-assessment/）

③　認証評価を受ける計画

　教育・心理学部学校教育学科は、子どもの生活や現代的・社会的な課題を捉える視点を重視しながら、教科指導や生活指導にかかわる思想、制度、内
容・方法を理論的実践的に学び、子ども・青年たちの発達を指導・支援・援助できる小・中学校（社会）の教員の養成を行うことを目的としている。と
りわけ、学校教育において子どもの障害、貧困、虐待等の福祉的な課題への対応が求められる中、児童生徒の生きづらさに寄り添い、家庭支援や地域連
携にも取り組むことのできる福祉的な知識やスキルを備えた教員の育成を重視するとともに、障害や特別な教育的ニーズのある子どもたちの抱える困難
を理解し、その教育・支援の在り方だけではなく、社会的環境に内在する課題についても把握し、特別支援教育に関する高度な専門性を身につけるため
の学びを深めることを特長とした教育課程としている。
　令和７年度の学生募集活動では、オープンキャンパスや進学相談会、高校訪問等において本学科の特長を積極的に広報したが入学者53名（入学定員充
足率0.55）となっている。入学定員充足に向けて、学生募集活動（オープンキャンパス、進学相談会、高校訪問等）の一層の取り組み強化が課題であ
る。
　本学科の教員は、４月以降一連のＦＤ活動において、上記の学科の設置目的や３ポリシーについての理解を深め、教育・研究活動及び学部運営に取り
組んでいる。今後は学年の進行に合わせて、設置計画に基づく教育課程の運営を着実に行うとともに、一層の教育効果の向上を目指して教育方法等の工
夫に努めたい。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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